
「
個
人
化
」「
場
面
化
」

「
多
元
的
自
己
」
が

旅
を
変
え
る

「
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
2
0
1
9
」

追
加
分
析
他

か
ら
見
え
て
き
た
！
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心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーの
プロデューサー
応援情報誌
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インバウンド向け新ルート造成、
おもてなし強化、
観光地のバリアフリー対応…

勝機は日本中にアリ
東京2020
オリンピック・
パラリンピックに備えよ
海外ツーリズムレポート第二弾
海外観光地の事例に学べ！

外国人を呼び込む
観光マーケティング術
期間限定連載 第4回 最終回
観光のもやもやサイエンス
サービス・マーケティング編
顧客満足度はなぜ
重要なのか？
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
千代田区立麹町中学校  校長

工藤勇一
From Local
世界に誇るまち・むらのしごと
香川県手袋



心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌

目
次

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
新
ル
ー
ト
造
成
、
お
も
て
な
し
強
化
、

観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
…
勝
機
は
日
本
中
に
ア
リ

東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

備
え
よ

14

　

日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

2019年12月号

58vol.
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期
間
限
定
連
載
第
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回
最
終
回

観
光
の
も
や
も
や
サ
イ
エ
ン
ス

サ
ー
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ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
編

顧
客
満
足
度
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な
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重
要
な
の
か
？

価
値
と
感
動
を
生
み
出
す
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
マ
エ
ス
ト
ロ
の
肖
像
」

千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校  

校
長

工
藤
勇
一

From
 Local

世
界
に
誇
る  

ま
ち
・
む
ら
の
し
ご
と

手
袋
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川
県
）
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宿
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調
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1
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追
加
分
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！

「
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光
マ
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テ
ィ
ン
グ
術
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国
内
旅
行
に
お
け
る「
ひ
と
り
旅
」は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
シ
ニ
ア
の
旅
行

は
実
は
減
少
傾
向
に
あ
る
…
…
こ
う
し
た

現
象
の
背
景
に
は
何
が
あ
る
の
か
？
Ｊ
Ｒ

Ｃ
で
は
、
各
種
調
査
・
分
析
や
有
識
者
へ

の
取
材
を
重
ね
る
中
で
、
背
景
に
あ
る
３

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

本
記
事
で
は
ま
ず
、『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊

旅
行
調
査
』の
経
年
デ
ー
タ
と
、
２
０
１

９
年
３
月
に
実
施
し
た『
若
年
旅
行
者
の

検
討
行
動
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』の

結
果
を
中
心
に
、
過
去
の『
と
ー
り
ま
か

し
』で
も
ご
紹
介
し
た
有
識
者
の
コ
メ
ン

ト
を
交
え
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
導
き
出
し
た
根
拠
を
示
す
。
そ
の
う
え

で
、
今
後
考
え
ら
れ
る
国
内
旅
行
ニ
ー
ズ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
旅
行
業
界

は
何
を
提
供
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
、

新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
み
た
い
。

変
化
す
る
旅
の
背
景
と

今
後
あ
る
べ
き
姿
を
探
る

ライフスタイルの多様化と、社会の急速なデジタル化は、
国内旅行のあり方にも大きな影響を与えている。
世の中の変化によって旅行者はどのように変わっているのか？
旅行業界が新たに持つべき視点とは何か？
じゃらんリサーチセンター（以下JRC）が過去に行ってきた調査と
有識者のコメントを手掛かりに考えてみた。

　

国
内
旅
行
に
お
け
る「
ひ
と
り
旅
」は
、

年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
シ
ニ
ア
の
旅
行

変
化
す
る
旅
の
背
景
と

今
後
あ
る
べ
き
姿
を
探
る

3 December  2019　

『じゃらん宿泊旅行調査2019』
 追加分析他から見えてきた！

「個人化」
「場面化」
「多元的自己」が
旅を変える	
イラスト／武曽宏幸



ひ
と
り
旅
は
ヤ
ン
グ
男
性
に

特
有
の
ス
タ
イ
ル
な
の
か
？

　

近
年
の
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』に

み
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
が
、ひ
と
り
旅
と
夫

婦
２
人
で
の
旅
行
の
増
加
傾
向
。
こ
の
傾

向
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
理
解
す
る

た
め
に
、国
内
旅
行
の
「
同
行
者
」デ
ー
タ

に
つ
い
て
、性
・
年
代
別
に
こ
こ
10
年
の
変

化
を
見
て
み
た
（
図
１
）。

　

全
て
の
性
・
年
代
別
の
中
で
、ひ
と
り
旅

の
シ
ェ
ア
が
最
も
高
い
の
は
ヤ
ン
グ
男
性
。

し
か
し
、ひ
と
り
旅
の
増
加
傾
向
に
目
を
向

け
る
と
、こ
ち
ら
は
ヤ
ン
グ
男
性
に
限
ら
ず

全
て
の
性
・
年
代
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
む
し
ろ
、こ
こ
２
年
は
上
げ
止

ま
り
感
の
あ
る
ヤ
ン
グ
男
性
に
対
し
、伸
び

率
の
大
き
さ
で
は
む
し
ろ
35
〜
49
歳
の
ミ

ド
ル
男
性
が
目
立
つ
。

　

ひ
と
り
旅
＝
ヤ
ン
グ
男
性
と
は
限
ら
な

い
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
は
他
に
も
あ
る
。

図
２
は
、ヤ
ン
グ
層
、ミ
ド
ル
層
男
女
そ
れ

ぞ
れ
の
同
行
者
に
つ
い
て
、独
身
層
、夫
婦

の
み
層
、フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の
３
つ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
分
け
て
見
た
も
の
だ
。
い
ず

れ
の
性
・
年
代
で
も
、ひ
と
り
旅
の
比
率
を

押
し
上
げ
て
い
る
の
は
独
身
層
だ
と
分
か

る
が
、と
く
に
ミ
ド
ル
男
性
の
独
身
層
で

は
、全
体
の
実
に
46
・
７
％
を
ひ
と
り
旅
が

占
め
る
。
ち
な
み
に
、独
身
層
が
全
体
に

占
め
る
割
合
は
、ヤ
ン
グ
層
で
約
70
％
、ミ

ド
ル
層
で
約
36
％
。
ひ
と
り
旅
＝
ヤ
ン
グ

男
性
の
イ
メ
ー
ジ
は
、ヤ
ン
グ
男
性
に
独
身

層
が
多
い
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、

同
じ
独
身
層
な
ら
む
し
ろ
ミ
ド
ル
男
性
の

ほ
う
が
ひ
と
り
旅
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
の
傾
向
は
女
性
に
つ
い
て
も
同
様
で
、ミ

ド
ル
女
性
独
身
層
で
は
ひ
と
り
旅
の
比
率

は
31
・
１
％
。
ヤ
ン
グ
層
女
性
よ
り
約
10

ポ
イ
ン
ト
以
上
高
く
、ヤ
ン
グ
男
性
独
身
層

と
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

同
行
者
に
気
を
遣
わ
ず
に
済
む

ミ
ニ
マ
ル
な
旅
が
増
え
て
い
る

　

図
１
に
戻
っ
て
、減
少
傾
向
に
あ
る
項

目
を
見
て
み
よ
う
。『
友
人
と
の
旅
行
』は 

全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、と
く
に

大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
が
シ
ニ
ア
女
性

で
の
比
率
の
低
下
だ
。
10
年
前
に
は
20
％

を
超
え
て
い
た
シ
ニ
ア
女
性
の
『
友
人
と

の
旅
行
』は
、今
や
14
％
台
。
こ
の
こ
と
に

は
、ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ
シ
ニ
ア
研
究
所
副
所

長
の
對
馬
友
美
子
さ
ん
が
、「（
現
代
の
シ

ニ
ア
女
性
に
と
っ
て
）友
達
付
き
合
い
は
煩

わ
し
い
」と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
と
も
符
合

す
る
。
本
当
に
親
し
い
友
人
以
外
の
一
般

的
な
「
友
達
付
き
合
い
」は
敬
遠
さ
れ
る
傾

向
に
あ
る
の
だ
。

　

敬
遠
さ
れ
る
と
い
え
ば
『
職
場
や
サ
ー

ク
ル
な
ど
で
の
団
体
旅
行
』も
そ
う
で
、こ

ち
ら
は
ヤ
ン
グ
男
性
で
そ
の

傾
向
が
顕
著
。
こ
ち
ら
は
、

若
者
文
化
に
詳
し
い
原
田
曜

平
さ
ん
が
「
現
代
の
若
者
は
、

『
大
き
な
グ
ル
ー
プ
』を
避
け

た
が
る
」と
語
っ
た
現
状
の
裏

付
け
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
何

か
と
気
を
遣
う
こ
と
が
多
い

「
大
き
な
グ
ル
ー
プ
」は
、若
者

に
と
っ
て
は
煩
わ
し
い
の
だ
。

　
『
夫
婦
２
人
で
の
旅
行
』が
全
体
と
し
て

増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
、こ
の
こ
と
と
も
関

係
し
て
い
そ
う
だ
。
表
面
的
な
友
人
関
係

や
大
き
な
グ
ル
ー
プ
が
煩
わ
し
い
こ
と
の

対
極
に
、ミ
ニ
マ
ル
で
気
を
遣
わ
な
い
関
係

と
し
て
の
夫
婦
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
が
と

く
に
明
ら
か
な
の
が
シ
ニ
ア
女
性
。
友
人

か
ら
夫
婦
へ
の
シ
フ
ト
が
よ
く
分
か
る
。

　

そ
の
他
で
は
、ヤ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
男
女
の

『
親
を
連
れ
た
家
族
旅
行
』も
や
や
増
加
。

こ
ち
ら
も
、経
済
的
な
負
担
の
問
題
に
加

え
、親
子
と
い
う
気
遣
い
の
要
ら
な
い
関
係

に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
と
言
え
そ
う
だ
。

分析

個人化ニーズTopics
□今の若者は何かと気遣いの必要

な大きなグループを避けたがる。
大学のサークルでも大サークル
は敬遠される。（原田曜平さんコ
メント／2018年9月号）

□シニア女性にとって友人との旅行
は、よほど仲の良い相手とでない
限り煩わしい。同部屋泊は心理的
負担であり、そういう点で我慢して
まで旅に行かない。（對馬友美子
さんコメント／2018年12月号）

□普段の仕事で調整業務が多いの
で、泊まるときは一人になりたい。

（30代独身男性コメント／2017
年12月号）

2019

ひ
と
り
旅
増
は
若
年
層
男
性
だ
け
じ
ゃ
な
い
。

同
行
者
、一
次
交
通
、目
的
の
変
化
に
見
る「
個
人
化
」

毎
年
結
果
を
ご
紹
介
し
て
い
る『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
』だ
が
、

10
年
間
の
変
化
を
見
る
と
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
傾
向
が
見
え
て
く
る
。

こ
れ
ら
の
傾
向
か
ら
浮
か
ん
で
き
た
の
が「
個
人
化
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

4　December  2019



図1  同行者の変化（2009年度〜2018年度、単一回答、延べ宿泊旅行件数ベース） 単位：％
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図2  ライフスタイル別同行者（2018年度、単一回答、延べ宿泊旅行件数ベース） 単位：％
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飛
行
機
、
新
幹
線
が
増
え

車
が
減
っ
て
い
る
現
状
の
意
味

　

一
次
交
通
の
経
年
変
化
（
図
３
）で
は
、

全
体
に
増
加
し
て
い
る
の
は
『
飛
行
機
』

『
新
幹
線
・
特
急
列
車
』。
実
は
こ
れ
ら
は

ひ
と
り
旅
ほ
ど
利
用
率
が
高
い
交
通
手
段
。

家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
は
コ
ス
ト
面
が
気
に

な
る
飛
行
機
や
新
幹
線
も
、１
人
分
な
ら
む

し
ろ
効
率
よ
く
移
動
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

支
持
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し

て
も
ひ
と
り
旅
の
増
加
と
整
合
す
る
。

　

逆
に
減
少
傾
向
に
あ
る
の
は
『
自
家
用

車
』『
貸
切
バ
ス
・
観
光
バ
ス
』。
自
家
用
車

は
家
族
旅
行
で
の
使
用
率
が
高
く
、家
族
旅

行
の
相
対
的
な
減
少
で
自
家
用
車
利
用
が

減
っ
て
い
る
こ
と
は
う
な
ず
け
る
。『
貸
切

バ
ス
・
観
光
バ
ス
』に
つ
い
て
は
、シ
ニ
ア
、

と
く
に
男
性
で
の
減
少
が
顕
著
。
他
年
代

と
比
較
す
る
と
相
対
的
に
貸
切
バ
ス
・
観

光
バ
ス
の
利
用
が
多
か
っ
た
シ
ニ
ア
だ
が
、

グ
ル
ー
プ
旅
行
を
避
け
た
が
る
傾
向
は
今

や
ヤ
ン
グ
だ
け
で
な
く
シ
ニ
ア
に
も
共
通

で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

宿
、
食
が
メ
イ
ン
で
は
あ
る
が

個
人
的
体
験
を
求
め
る
兆
し
も

　

旅
の
目
的
（
図
４
）は
、全
体
に
『
宿
で

の
ん
び
り
過
ご
す
』『
地
元
の
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
る
』が
占
め
る
割
合
が
高
く
、経

年
で
も
ま
す
ま
す
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

し
か
し
、性
・
年
代
別
に
見
る
と
、主
に

ヤ
ン
グ
男
女
で
『
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
』

『
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
や
芸
能
鑑
賞
』が
増
加
、シ

ニ
ア
男
性
で
『
名
所
・
旧
跡
』が
減
少
し
、

シ
ニ
ア
女
性
で
『
ま
ち
あ
る
き
』『
テ
ー
マ

パ
ー
ク
』『
買
い
物
』な
ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
目

的
が
増
え
て
い
る
の
も
目
に
付
く
。
全
体

に
、い
わ
ゆ
る
「
観
光
」が
減
り
、個
人
の
興

味
に
基
づ
い
た
参
加
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
目

が
向
い
て
い
る
と
い
え
そ
う
だ
。

少
人
数
×
好
き
な
こ
と
＝

個
人
化
が
進
ん
で
い
る

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、旅

の
同
行
者
は
ひ
と
り
、ま
た
は
気
の
置
け

な
い
最
小
人
数
に
な
り
つ
つ
あ
り
、一
次

交
通
も
そ
れ
に
伴
っ
て
変
化
、旅
行
目
的

も
、最
大
公
約
数
的
な
も
の
か
ら
個
人
的

な
志
向
に
基
づ
く
も
の
へ
と
変
わ
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宿
泊
時
に
は
同

行
者
と
別
部
屋
が
よ
い
と
い
う
志
向
も
見

え
始
め
て
い
て
、Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
過
去
に
行
っ

た
旅
行
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、明
確
に

「
泊
ま
る
と
き
は
１
人
に
な
り
た
い
」と
い

う
言
葉
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば

旅
の
「
個
人
化
」と
も
い
う
べ
き
現
象
で
、

今
後
戦
略
を
立
て
る
に
あ
た
っ
て
無
視
で

き
な
い
傾
向
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

同行者	
ひとり旅、親連れ旅行の増加。
団体旅行は減少。

一次交通	
自家用車が減り、飛行機、電車
が増えている。

旅行目的	
宿、食、イベント、スポーツ・芸能
が上昇し、名所・旧跡、友人・親
戚が減少。女性は買物が減少。

旅の

「個人化」

図3 一次交通の変化（2009年度～2018年度、
		  単一回答、延べ宿泊旅行件数ベース） 単位：％

全体 50～79歳男性 50～79歳女性

飛行機

新幹線・特急列車

新幹線・特急列車
以外のＪＲ・私鉄・
地下鉄等

船・フェリー	

高速バス

貸切バス・観光バス	

路線バス

自家用車

レンタカー

その他

※その他にはタクシー・ハイヤー、バイク、レンタサイクルを含む

2009年度

2018年度

2014年度

17.2 15.9 19.0

0.9 0.7 1.0

0.3 0.4 0.4

16.9 14.9 20.3

3.7 2.4 3.4

45.7 50.3 36.4

7.6 6.5 9.2

1.9 1.4 1.0

1.0 1.1 0.9

21.1 20.8 20.4

1.0 0.9 0.9

0.4 0.4 0.3

20.5 17.3 22.1

3.6 2.2 3.3

40.1 44.8 39.4

7.6 6.4 7.6

4.8 6.3 8.4

2.6 3.5 4.0

2.1 1.9 1.1

1.2 1.6 0.9
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図4 旅の目的の変化
		  （2009年度～2018年度、単一回答、延べ宿泊旅行件数ベース） 単位：％

20～34歳 20～34歳35～49歳

男性

35～49歳

女性

50～79歳 50～79歳

宿で
のんびり
過ごす	

温泉や露天風呂

地元の
美味しいものを
食べる

花見や
紅葉などの
自然観賞

名所、旧跡の観光	

テーマパーク
（遊園地、動物園、
博物館など）	

買い物、アウトレット	

お祭りや
イベントへの
参加・見物

スポーツ観戦や
芸能鑑賞

（コンサート等）

アウトドア
（海水浴、釣り、
登山など）

まちあるき、都市散策	

ドライブ・ツーリング	

友人・親戚を訪ねる

2009年度

2018年度

2014年度

30.027.4

31.4

28.425.9 27.6

14.56.9

8.0

7.57.7 11.4

10.910.9

14.9

14.015.3 8.7

37.131.7

26.8

33.827.0 38.8

35.224.3

22.0

23.628.8 34.5

4.45.3

9.6

5.06.2 4.5

19.514.1

20.5

16.417.4 16.9

33.733.7

39.9

33.234.8 31.3

8.718.3

21.4

22.714.7 9.2

3.84.6

8.3

4.94.6 2.3

4.87.3

2.8

5.46.4 8.2

2.68.3

4.5

6.85.7 5.3

15.810.9

12.8

12.115.4 14.5

34.133.4

26.4

31.434.4 30.4

10.47.1

7.7

7.49.2 8.2

14.314.4

17.2

14.216.6 10.8

37.632.0

28.8

30.529.3 35.5

30.625.2

28.2

23.825.4 29.9

6.16.9

6.6

7.48.6 5.4

21.418.8

19.4

20.120.2 18.5

38.136.5

39.0

38.538.8 35.0

10.717.1

20.6

19.917.0 8.9

5.56.3

5.3

7.77.4 4.1

5.15.6

4.4

4.15.9 7.3

3.07.5

5.1

6.05.7 5.2

13.89.7

14.4

10.29.4 13.5
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旅
の
計
画
、
着
地
情
報
収
集
が

無
計
画
化
す
る
若
年
層
男
性

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、外
出
先
で

簡
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情
報
収

集
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、人
の

行
動
様
式
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。
と

く
に
若
者
の
間
で
は
、事
前
に
計
画
を
立
て

ず
、状
況
に
応
じ
て
行
動
を
変
え
る
行
動

も
一
般
化
。「
そ
の
と
き
の
状
況
に
応
じ
て
」

と
い
う
意
味
で
「
場
面
で
」と
い
う
表
現
も

使
わ
れ
る
。

 

『
若
年
旅
行
者
の
検
討
行
動
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
』で
も
、い
く
つ
か
の
段
階
で

こ
う
し
た
傾
向
が
み
ら
れ
た
。

　

一
つ
は
、旅
の
計
画
の
段
階
だ
。

そ
も
そ
も
旅
の
き
っ
か
け
が
「
友
達

と
飲
み
会
で
盛
り
上
が
っ
た
」こ
と
だ

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
多
い
。
女
性

の
場
合
は
、出
発
ま
で
に
綿
密
な
計

画
を
立
て
、そ
の
計
画
自
体
を
楽
し

ん
で
い
る
様
子
も
あ
っ
た
が
、男
性

の
場
合
は
、行
き
先
も
含
め
す
べ
て

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
で
、グ
ー
グ
ル
マ
ッ

プ
の
み
で
計
画
か
ら
実
行
ま
で
済
ま
せ
て

し
ま
う
と
い
う
人
も
い
た
。

　

も
う
一
つ
は
、着
地
で
の
情
報
収
集
行
動

だ
。
と
く
に
男
性
は
詳
細
な
情
報
検
索
を

せ
ず
、グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
上
の
情
報
で
済
ま

せ
た
り
、さ
も
な
け
れ
ば
現
地
の
人
に
直
接

尋
ね
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
傾
向
は
と
く

に
、男
性
同
士
、あ
る
い
は
男
性
ひ
と
り
旅

の
場
合
で
顕
著
だ
っ
た
。
女
性
に
つ
い
て

は
、着
地
で
の
行
動
に
つ
い
て
も
事
前
に
調

べ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、ひ
と
り
旅
を
好

む
人
の
場
合
は
男
性
と
同
じ
よ
う
な
傾
向

が
見
ら
れ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

「
場
面
で
」
行
動
し
た
結
果
が

満
足
度
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
る

　

ま
た
、と
く
に
男
性
の
場
合
は
、旅
先
で

の
偶
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
印

象
に
残
り
、満
足
度
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。「
宿
泊
先
の
民
宿

の
主
人
と
親
し
く
な
り
、深
夜
の
漁
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
っ
た
」「
地
元
の
お
じ
さ
ん
、

お
ば
さ
ん
が
食
事
を
お
ご
っ
て
く
れ
た
」と

い
っ
た
体
験
が
、満
足
度
の
高
い
経
験
の
例

と
し
て
挙
が
っ
た
。

　

こ
う
し
た
傾
向
を
踏
ま
え
る
と
、旅
中

の
情
報
を
提
供
す
る
観
光
ア
プ
リ
な
ど
が

有
効
そ
う
だ
が
、実
は
あ
ま
り
ニ
ー
ズ
が
な

い
。
男
性
で
は
、飲
食
店
を
調
べ
る
以
外
の

旅
中
メ
デ
ィ
ア
は
「
使
わ
な
い
」と
い
う
回

答
が
多
数
。
現
地
で
の
情
報
収
集
に
つ
い

て
は
、宿
の
ス
タ
ッ
フ
や
地
元
の
人
な
ど
、

あ
く
ま
で
「
人
」に
期
待
し
て
い
る
よ
う

だ
。
一
方
女
性
に
つ
い
て
は
、事
前
に
計
画

を
立
て
て
い
く
人
が
多
い
分
、現
地
で
調
べ

る
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

ス
マ
ホ
に
よ
り
外
出
先
で
の
情
報
収
集

が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
で
進
ん
だ
行
動
の

「
場
面
化
」だ
が
、そ
の
行
動
様
式
に
対
応
す

る
方
法
は
ス
マ
ホ
に
限
ら
な
い
、と
い
う
の

は
興
味
深
い
点
か
も
し
れ
な
い
。

場面化ニーズTopics

グループインタビューに
見る場面化志向

□若者はインターネットとスマートフ
ォンの普及を駆使し柔軟に予定
を変える。その場に応じて行動を
変えられるよう、さまざまな荷物を
常に持ち歩いている。（原田曜平
氏コメント／2018年9月号）

『若年旅行者の
検討行動グループインタビュー』概要
●調査日程：2019年3月21日
●対象者条件：○20～29歳、未婚、社会人

（職業問わず） ○旅行によく行く人（海外
旅行年１回以上、国内旅行年１回以上／海
外旅行に自分の意思で行ったことがある／
検討する際の主体者でなくても良いが検
討のプロセス分かる人／旅行回数が多す
ぎる・高級宿ばかり泊まる人・ツアー利用の
みの人は除く）
●調査人数：男性6名、女性5名

□（旅行に行くことを）決めるのは酒
の席が多い。衝動で（スマホを手
にする仕草で）どこ、いつ、と。（23
歳女性）

□ごはんは付いてないほうがいい。
ごはんの時間に行動が絞られる。
お昼まで寝たいときもある。（26
歳男性）

□（宿泊先スタッフの情報を）使う。
まずは、「近くに何かおいしいもの
ないですか」とか聞く。（27歳男
性）

□（満足度の高かった旅について聞
かれて）大間の民宿に泊まったが、
有名な人らしく「釣りをやるんです
よね」と言ったら、夜の23時くらい
に「今から行くか」と漁船に友達と
乗せてもらった。プロの道具を借
りて釣りをやらせてもらえた。（26
歳男性）

□（観光用アプリは）必要性がない。
全部調べていく。（24歳女性）

男
性
は
と
く
に「
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
」？

ス
マ
ホ
所
持
を
背
景
に
進
む「
場
面
化
」

こ
こ
か
ら
の
２
ペ
ー
ジ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
Ｃ
が
２
０
１
９
年
３
月
、
20
〜
29
歳
男
女
を
対
象
に
実
施
し
た
、

『
若
年
旅
行
者
の
検
討
行
動
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
』で
得
ら
れ
た
知
見
を
ご
紹
介
す
る
。

そ
の
一
つ
が
、
と
く
に
男
性
に
目
立
つ
状
況
対
応
型
の
行
動
様
式
だ
。

若者グループ
インタビュー

分析

スマホなどのIT化に伴い、事前検
討行動がゆるやかに。旅の計画
は現地で、スマホを利用して行う。

旅の

「場面化」
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一
緒
に
行
く
相
手
に
よ
っ
て

行
き
先
や
旅
の
目
的
も
変
わ
る

   

 

『
若
年
旅
行
者
の
検
討
行
動
グ
ル
ー
プ
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
』で
特
徴
的
だ
っ
た
傾
向
の
一

つ
に
、同
行
者
に
よ
っ
て
旅
の
目
的
や
重
視

項
目
を
変
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

た
と
え
ば
男
性
は
、男
性
同
士
、ま
た
は
ひ

と
り
旅
だ
と
「
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
」が

多
く
な
る
が
、恋
人
と
旅
行
を
す
る
と
き

に
は
女
性
に
合
わ
せ
、食
や
買
い
物
、国
内

な
ら
温
泉
な
ど
の
消
費
行
動
が
旅
の
目
的

に
な
る
。
海
外
は
ひ
と
り
、国
内
は
恋
人
と

分
け
て
旅
を
し
て
い
る
人
も
い
た
。

　

こ
う
し
た
傾
向
が
最
も
顕
著
に
表

れ
て
い
る
の
が
学
生
の
卒
業
旅
行
だ
。

卒
業
旅
行
の
経
験
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

所
属
す
る
友
達
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
、

あ
る
い
は
恋
人
と
一
緒
に
な
ど
、数

回
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
人
が
多
数

を
占
め
、一
緒
に
行
く
メ
ン
バ
ー
に

よ
っ
て
行
き
先
を
変
え
る
な
ど
工
夫

し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
た
。

複
数
の
顔
を
持
っ
て
い
る
か
ら

何
度
も
卒
業
旅
行
に
行
く

　

一
人
の
人
間
が
複
数
の
顔
を
持
ち
、状
況

に
応
じ
て
使
い
分
け
る
様
子
を
表
す
「
多

元
的
自
己
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
社
会
学

や
若
者
論
の
分
野
か
ら
出
て
き
た
概
念
で
、

「
自
分
は
こ
う
い
う
人
間
で
あ
る
」と
い
う

一
つ
に
統
合
さ
れ
た
自
己
（
一
元
的
自
己
）

で
は
な
く
、親
に
対
し
て
の
顔
、友
人
に
対

し
て
の
顔
と
い
う
よ
う
に
、複
数
の
顔
を
そ

の
ま
ま
共
存
さ
せ
て
い
る
状
態
を
指
し
た

言
葉
だ
。
現
代
の
若
者
に
は
こ
の
よ
う
に
、

役
割
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
を
築
く
傾

向
が
み
ら
れ
る
。
背
景
に
は
、消
費
社
会
の

進
行
に
つ
れ
、学
生
、ア
ル
バ
イ
ト
、恋
人

…
…
と
い
う
よ
う
に
１
人
の
人
が
担
う
役

割
が
増
え
て
い
る
こ
と
、ツ
イ
ッ
タ
ー
の
よ

う
に
匿
名
で
ア
カ
ウ
ン
ト
を
持
ち
、さ
ま
ざ

ま
な
自
己
の
側
面
を
表
現
で
き
る
ツ
ー
ル

の
登
場
な
ど
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
相
手
に
よ
っ
て
旅
行
の
内
容
を
変
え

る
」と
い
う
若
者
の
行
動
も
、こ
う
し
た

「
多
元
的
自
己
」の
現
れ
と
い
え
る
の
で
は

な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、卒
業
旅
行
が
す
で

に
そ
う
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
自
己
」の
数

だ
け
旅
行
に
行
く
＝
１
人
の
人
が
旅
す
る

回
数
が
増
え
る
可
能
性
も
見
え
て
く
る
。

多元的自己ニーズTopics
□友達を大事にする若者は、所属す

るグループごとに何度も卒業旅
行に行く。（原田曜平氏コメント／
2018年9月号）

□たとえば学生時代に経験した一
人旅。夫や息子が連れて行ってく
れるのとは違う旅行を一人でして
みたい。（50代女性コメント／
2017年12月号）

グループインタビューに
見る多元的自己
□（卒業旅行の行き先は）栃木の温

泉、三重と和歌山県。香港のカジ
ノ、オーストラリアで海。高校の友
達、バイトの友達、彼女とかと。ヨ
ーロッパに行っていた友達とは、
さすがにお金がないから国内にし
ようとか。（23歳男性）

□国内は社会人になると彼女（と行
くこと）が多い。海外は一人で行く
のが半分。（26歳男性）

□（卒業旅行には）国内と海外、両方
行った。ハワイ、アメリカ、オースト
ラリア、北海道、沖縄。（何回も行
ったのは）グループが違う。大学
の子、高校から仲がいい子、幼馴
染。彼とは何度か行った。（23歳
女性）

恋
人
と
は
国
内
、ひ
と
り
旅
な
ら
海
外
…

「
多
元
的
自
己
」は
相
手
に
よ
っ
て
行
き
先
を
変
え
る

現
代
の
若
者
が
何
度
も
卒
業
旅
行
に
行
く
の
は
な
ぜ
か
？

そ
の
行
動
に
現
れ
た「
多
元
的
自
己
」の
影
響
を
考
え
る
と
、

１
人
の
旅
行
者
を
捉
え
る
に
あ
た
っ
て
新
し
い
視
点
が
生
ま
れ
る
。

分析

若者グループ
インタビュー

TwitterなどのITツールの登場によ
り、さまざまな自己を表現すること
が可能に。
消費社会が進行するにつれて一人
ひとりの演じる役割が増えている。

「多元的自己」
による旅

図5  「多元的自己」を説明する自我構造の2つの模式図

全面的で
親密な関係

部分的で
表層的な
関係

一元的自我

部分的だが
表層的で
ない関係

日本人に特有の現象とも言われている

多元的自我

辻大介, 2004, 「若者の親子・友人関係とアイデンティティ―16-17歳を対象としたアンケート調査
の結果から」,『関西大学社会学部紀要』35巻2号,pp.147-159
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今
後
必
要
に
な
る
の
は

「
総
合
力
」
よ
り
「
選
択
肢
」

　

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、旅
の
「
個

人
化
」に
つ
い
て
は
す
で
に
す
べ
て
の
性
・

年
代
に
共
通
の
現
象
と
い
え
る
。
一
方
、

「
場
面
化
」「
多
元
的
自
己
」に
つ
い
て
は
20

代
の
若
者
を
対
象
と
し
た
調
査
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
仮
説
で
あ
り
、旅
行
者
全
体
に
つ

い
て
言
え
る
か
ど
う
か
は
未
知
数
の
部
分

も
あ
る
。
し
か
し
、新
し
い
も
の
を
受
け
入

れ
や
す
い
若
者
は
、価
値
観
の
変
化
が
現
れ

や
す
い
存
在
で
も
あ
り
、そ
の
特
性
は
、今

後
の
旅
行
者
像
を
予
測
す
る
う
え
で
注
目

に
値
す
る
は
ず
だ
。

　

そ
の
う
え
で
、「
個
人
化
」「
場
面
化
」「
多

元
的
自
己
」に
よ
る
ニ
ー
ズ
が
旅
に
ど
の
よ

う
な
変
化
を
も
た
ら
す
の
か
を
考
え
て
み

よ
う
。

　

ま
ず
、「
個
人
化
」で
旅
行
が
少
人
数
化

す
る
と
、一
つ
の
旅
の
中
に
含
ま
れ
る
要
素

は
少
な
く
て
よ
く
な
る
。
グ
ル
ー
プ
全
員

の
満
足
を
追
求
す
る
必
要
が
な
く
な
る
か

ら
だ
。
ま
た
「
場
面
化
」に
よ
り
、１
人
の

旅
行
者
の
や
り
た
い
こ
と
も
そ
の
都
度
変

わ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。「
多
元
的
自
己
」

は
、同
じ
旅
行
者
で
も
、同
行
者
ご
と
に
や

り
た
い
こ
と
が
変
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

こ
う
な
る
と
、「
あ
れ
も
こ
れ
も
」と
盛
り

込
ん
だ
旅
の
提
案
よ
り
、細
か
く
分
か
れ
た

旅
の
メ
ニ
ュ
ー
が
柔
軟
に
組
み
変
え
ら
れ

る
こ
と
の
ほ
う
が
ニ
ー
ズ
に
合
う
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
で
お

得
感
を
演
出
す
る
「
定
食
」で
は
な
く
、必

要
な
も
の
だ
け
を
選
べ
る
「
ア
ラ
カ
ル
ト
」

方
式
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
だ
（
図

６
）。

　

同
じ
こ
と
は
観
光
地
の
見
せ
方
に
つ
い

て
も
い
え
る
。
訪
れ
て
か
ら
選
べ
る
選
択

肢
は
あ
っ
た
ほ
う
が
よ
い
が
、呼
び
込
む

要
素
は
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
よ
い
。
観
光
地

全
体
を
「
面
」で
見
せ
る
の
で
は
な
く
、で

き
る
こ
と
を
「
点
」で
見
せ
、訪
れ
た
旅
行

者
に
つ
い
て
は
「
面
」で
も
て
な
せ
ば
よ
い

（
図
７
）。
言
い
換
え
れ
ば
、総
合
力
で
強
み

を
出
せ
な
く
て
も
勝
負
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
が
、そ
の
分
「
点
」と
し
て
の
深
み
は

求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、こ
う
し
た
考
え
方
を

踏
ま
え
、「
個
人
化
」「
場
面
化
」「
多
元
的
自

己
」と
い
う
テ
ー
マ
ご
と
に
、具
体
的
な
旅

の
ア
イ
デ
ア
を
挙
げ
て
み
る
。
今
後
の
地

域
の
打
ち
出
し
方
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
と
し

て
み
て
い
た
だ
き
た
い
。

例）大間に
　 マグロを
　 食べに行った
例）ライブで
　 遠征

★は人によって
シーンに
よって異なる

あれもこれも
やりたい

面白そう
これやりたい

行ってみたら
意外と

他も良かった

現地で決める

トレンドとなるアラカルトな
見せ方

これまでの定食的な見せ方

「旅行定食」から
「旅行アラカルト」へ

欲望の
最小公倍数

やりたい
こと

「
個
人
化
」「
場
面
化
」「
多
元
的
自
己
」で

旅
の
ア
ラ
カ
ル
ト
化
が
求
め
ら
れ
る

旅
行
者
の
変
化
か
ら
わ
か
っ
た
新
し
い
ニ
ー
ズ
を
、

旅
行
商
品
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
か
？

「
あ
れ
も
こ
れ
も
」と
い
う
発
想
が
過
去
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
間
違
い
な
さ
そ
う
だ
。

若者グループ
インタビュー

図6  旅行の概念の変化

図7  今後あるべき旅行の見せ方

パッケージすぎて
こだわりがあると

選びにくい

好きなものを好きなだけ

ターゲット、シーンによって
素材を編集しなおす

10　December  2019

旅行

点で呼び込み面で受け入れる
一点突破型の誘客が可能

「面」は満足度を上げるために必要

動物

イン
フラ

酒

歴史

祭り

自然

温泉

食

癒し



「個人化」に対応するには、選択肢と柔軟性が不可欠。
可能な限り一人ひとりのニーズに対応できる態勢を目指したい。

若年層で『お祭りやイベント』『スポーツ観戦や芸能鑑賞（＝コン
サート等鑑賞）』が増えているというデータがあったことからも分
かるように、まず「自分の好きなこと」があり、その延長として行く
旅というジャンルが生まれつつある。名所旧跡などの観光資源
も、いわゆる「観光」ではなく、どんな趣味のニーズに応えられる
かを検討してみたい。シニアであれば「上手に写真を撮る」「絵を
描く」などの深掘りツアーも人気だ。

ライフスタイルの多様化を考えると、「チェックインは15時、夕食
は18時」といったタイムスケジュールが馴染まない人もいるはず
だ。「場面化」にも関連するが、宿への道中でやってみたいことを見
つけたのに、チェックイン時間の都合でできなかったとしたら、そ
のことが不満にもつながる。宿泊先にビジネスホテルを選ぶ人が
年々増えているのもその証だろう。せめてチェックイン、アウトに
は可能な限り柔軟に対応したい。

ここ10年全体として増え続けている「ひとり旅」と「夫婦2人での
旅」。今後、国内旅行の単位は1人～2人が基本と考えるべきだろ
う。ひとり旅の旅行者を受け入れる態勢づくりは必須として、たと
えば基本の客室料金を4名1室で表示しているなら、1名1室、2名1
室に変えていく必要もあるかもしれない。友人同士などグループ
客の場合、夕食はグループ単位で席を用意するが、客室は1名につ
き1室を確保するというプランにもニーズはありそうだ。

「プリフィクス」とはコース料理の一種で、メインやデザートなどを
複数のメニューの中から選べるスタイルのこと。たとえば宿泊施
設なら「貸切露天無料」「夕食にスペシャルメニュー付き」「レイト
チェックアウト」といった＋αのサービスを、「定食」風の宿泊プラ
ンにするのではなく、それぞれ選んで組み合わせられる形とする。
できれば、同一グループの中でも違うメニューを選べるようにした
いところだ。

「写真を撮る旅」「絵を描く旅」
趣味のための旅に注目

旅のフレックス化で
タイムスケジュールは柔軟に

旅行単位はますます少人数に
1人～2人旅への対応を

好きなものを選んで組み合わせる
旅のプリフィクス化

新しい旅のニーズに応える
アイデアフラッシュ①個人化

11 December  2019　



まずは旅のパーツを小分けし、旅行者が選べる材料と場を提供すること。
それ以前に、綿密な計画なしでも来てもらえることも重要なポイントになる。

「行き当たりばったり」で行く旅先に選ばれるためには、旅行者側
が「とりあえずここに行けばこういう体験ができそうだ」という具
体的なイメージを描ける必要がある。そうでなければ、行き先とし
て選択肢にも上らないということになるだろう。到着してからの
行動は柔軟に選んでもらえるほうがよいので、旅前の段階で具体
的な行き先情報を提供する必要はないが、「○○といえばここ」と
いうブランド力は今まで以上に重要になってくる。

「詳細を決めずに旅に出て、状況に応じてやることを決める」とい
う旅行者にとっては、現地についてからやることを決める「場所」
も必要だ。たとえば「ちょっと座ってこのあとの行動を検討でき
るカフェ」程度の場所でも、ないという観光地は多いのではないだ
ろうか。観光地の中心部にゲートウェイ的な場を作り、できれば
そこに現地情報を提供できるスタッフを配置できれば、そのとき
の状況や気分で行動したい旅行者には支持されるはずだ。

ステイ（滞在）とバケーション（休暇）を組み合わせた「ステイケー
ション」は、旅行に行かず近場で過ごす休暇のこと。自宅近くの
ホテルで贅沢な朝食を楽しむなどの活動も含まれ、短時間で楽し
むことができ、その後の行動を臨機応変に変えられるという意味
でも人気を集め始めている。観光地サイドとしては、いわゆる「旅
行」の目的地であることを前提としがちだが、旅のパーツを提供す
るという発想で、地域内を含むごく近隣の人にステイケーションを
提供する視点を持ってみるのも有効かもしれない。

まず選択肢になるのが重要
そのためのブランド力を作る

待ち合わせ、情報収集のための
「場所」を用意する

「ステイケーション」の
目的地となる方法を考える

新しい旅のニーズに応える
アイデアフラッシュ②場面化

12　December  2019

「詳細を決めずに旅に出て、状況に応じてやることを決める」とい
う旅行者にとっては、現地についてからやることを決める「場所」
も必要だ。たとえば「ちょっと座ってこのあとの行動を検討でき
るカフェ」程度の場所でも、ないという観光地は多いのではないだ
ろうか。観光地の中心部にゲートウェイ的な場を作り、できれば
そこに現地情報を提供できるスタッフを配置できれば、そのとき
の状況や気分で行動したい旅行者には支持されるはずだ。

待ち合わせ、情報収集のための
「場所」を用意する

「ステイケーション」の
目的地となる方法を考える



　
本
編
で
紹
介
し
た
よ
う
な
旅
の

傾
向
を
、
私
は
「
旅
の
パ
ー
シ
ャ

ル
化
」と
呼
ん
で
い
る
。
ひ
と
つ

の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
考
え
て
い

た
旅
と
い
う
も
の
が
、
徐
々
に
部

分
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
。

同
行
者
と
部
屋
を
分
け
た
り
、
現

地
集
合
現
地
解
散
の
旅
に
し
た
り
、

旅
の
単
位
も
複
数
人
か
ら
少
人
数

…
時
間
も
人
数
も
単
位
も
部
分
的

に
な
っ
て
い
く
。

　
ち
な
み
に
こ
の
よ
う
な
旅
の
パ

ー
シ
ャ
ル
化
は
、
旅
慣
れ
た
人
に

と
っ
て
は
「
何
を
今
さ
ら
」と
い

う
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
じ
ゃ
ら

ん
編
集
者
に
い
わ
せ
れ
ば
別
部
屋

宿
泊
は
普
通
、
旅
程
に
お
け
る
別

行
動
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
そ

う
だ
。
確
か
に
出
張
の
多
い
当
セ

ン
タ
ー
で
も
、
同
行
者
と
は
基
本

的
に
「
同
じ
便
で
も
違
う
席
」が

あ
る
種
の
マ
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た

り
す
る
（
稀
に
違
う
人
も
い
る
け

れ
ど
…
）。
旅
の
頻
度
が
増
え
る

と
個
人
の
要
求
水
準
が
高
く
な
る

の
だ
ろ
う
。

　
同
行
人
数
が
減
る
こ
と
は
一
聴

す
る
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
聞
こ
え
る

が
、
逆
に
デ
ィ
ー
プ
な
旅
が
増
え

る
は
ず
で
あ
り
、
地
域
側
に
も
よ

い
傾
向
が
生
ま
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
そ
し
て
大
人
数
旅
行
は
減
る
の

だ
ろ
う
が
、
減
っ
て
も
残
る
と
し

た
ら
、
そ
れ
は
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ

ン
ト
と
し
て
残
る
の
だ
ろ
う
。「
み

ん
な
で
行
く
」の
が
ひ
と
つ
の
エ

ン
タ
メ
（
企
画
）に
な
る
。
だ
が

目
的
が
明
確
に
な
る
の
で
、
そ
れ

以
外
の
要
素
は
軽
く
な
っ
て
い
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
若
年
層

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
集
合
時
間
が

決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
誰
が
参
加
し

た
か
も
不
明
確
で
、
勝
手
に
解
散

す
る
こ
と
も
多
い
と
聞
く
が
、
終

日
開
催
し
て
い
る
フ
ェ
ス
が
人
気

な
の
も
こ
こ
に
理
由
が
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
そ
し
て
宿
泊
旅
行
実
施
率
が
減

っ
て
い
る
シ
ニ
ア
層
に
お
い
て
こ

そ
、
こ
の
パ
ー
シ
ャ
ル
旅
へ
の
対

応
が
迫
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

ぷ
ら
っ
と
旅
に
出
る
シ
ニ
ア
が
増

え
れ
ば
、
そ
の
量
的
イ
ン
パ
ク
ト

は
大
き
い
。
本
編
が
シ
ニ
ア
も
含

め
た
市
場
拡
大
の
ヒ
ン
ト
と
な
れ

ば
幸
い
だ
。

担
当
研
究
員
よ
り

じゃらんリサーチセンター
研究員

森戸香奈子
もりと  かなこ

「多元的自己」は、1人あたりの旅行者の旅行回数を増やすカギ。
旅行者のさまざまな「顔」を見つけ出す努力から始めたい。

多元的自己が最もよく表れているのが卒業旅行。かつては海外
のイメージがあったが、同行者を変えて複数回の卒業旅行を実施
するのが当たり前の現在、国内旅行も当然対象となる。実施回
数自体が増えているだけにマーケットとしても有望だ。まずは「ど
んな相手と（バイト仲間、幼なじみと2人、ゼミ仲間、カップルな
ど）」「何が（生活体験、アクティビティなど）」できるかを洗い出し、
コンセプトのある卒業旅行提案につなげてみたい。

多元的自己に基づく旅の提案は、1人の人がどんな人間関係を築
いているかを想像してみることから始まる。たとえばシニア女性
の場合、以前は「夫婦」「ご近所」という人間関係が中心だったか
もしれないが、就業率が上がっている今なら「職場の人間関係」を
軸にした提案も考えられる。家族旅行にしても、従来のような「家
族全員」の旅ではなく、「父と息子」「祖母と孫」のように関係を切
り出して考えてみることで提案の幅は大きく広がりそうだ。

卒業旅行の行き先として
何ができるかを考える

同行者のバリエーションは？
新しい人間関係に注目

新しい旅のニーズに応える
アイデアフラッシュ③多元的自己

13 December  2019　



　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
お
よ
そ
８
カ
月
。
玄
関

口
の
１
つ
で
あ
る
羽
田
空
港
で
は
新
ル
ー

ト
が
２
０
２
０
年
３
月
よ
り
運
用
さ
れ
、

国
際
線
が
１
日
50
便
の
増
便
。
都
内
の
各

所
で
は
建
設
や
改
修
な
ど
の
工
事
が
急
ピ

ッ
チ
で
行
わ
れ
、
日
を
追
う
ご
と
に
美
し

く
快
適
な
東
京
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
１

を
念
頭
に
置
か
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

２
０
１
３
年
に
開
催
が
決
定
し
て
以
降
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
数
は
そ
れ
ま
で
の
ト
レ
ン

ド
か
ら
上
振
れ
し
、
大
き
く
増
加
傾
向
に

あ
る
。
２
０
２
０
年
の

目
標
４
０
０
０
万
人
は

射
程
圏
内
に
入
っ
て
き

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
加
え
て
消
費
額
の
目
標
は
８
兆
円
と

な
り
、
こ
れ
ま
で
の
１
人
当
た
り
平
均
約

15
万
円
か
ら
、
２
０
２
０
年
は
20
万
円
消

費
を
見
込
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
勝
機
は
開
催
期
間
中
の
東
京
の
み
に
あ

ら
ず
。
世
界
か
ら
の
こ
の
注
目
を
チ
ャ
ン

ス
と
し
て
、
東
京
以
外
の
地
域
が
持
つ
魅

力
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

日
平
均
利
用
者
数
３
０
０
０
人
以
上
の
駅

は
原
則
と
し
て
２
０
２
０
年
ま
で
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
し
、
新
交
通
シ
ス
テ

ム「
Ｂ
Ｒ
Ｔ（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）」

が
２
０
２
０
年
に
は
都
心
と
臨
海
部
を
結

ぶ
プ
レ
運
行
を
ス
タ
ー
ト
。
さ
ら
に
気
が

付
け
ば
街
中
に
は
ミ
ニ
バ
ン
型
ス
ラ
イ
ド

ド
ア
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ

ー
も
増
加
中
⋮
。
多
言
語
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
対
応
、
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
な
ど
も

着
々
と
進
み
、
大
会
期
間
中
１
日
最
大
92

万
人
と
予
測
さ
れ
る
来
場
者
（
ス
タ
ッ
フ
、

観
客
等
）を
迎
え
入
れ
る
イ
ン
フ
ラ
は
整

い
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

　

日
本
の
首
都
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
が
、

世
界
規
模
の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
。
選
手

や
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、
観
戦
客
も
国
際

色
豊
か
だ
ろ
う
。
こ
の
大
会
の
経
済
効
果

を
考
え
る
際
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
存
在

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み

い
よ
い
よ
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
！

開催決定（2013年）

開催決定以前
10年間のトレンド

1,975

0.0  

0.5  

1.0  

1.5  

2.0  

2.5  

3.0  

3.5  
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（千万人）
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図1　訪日外客数の推移と開催決定前のトレンド
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●●東京2020オリンピック
東京ベイゾーンとヘリテッジゾーン、江の島、伊豆、富士スピードウ
ェイ、横浜、千葉、埼玉、茨城、福島、札幌など

●東京2020パラリンピック
東京ベイゾーンとヘリテッジゾーン、伊豆、富士スピードウェイ

※赤字はオリンピックのみの会場、
青字はオリンピック、パラリンピックの共通ゾーンおよび会場

開催地はココ！

東京オリンピック･パラリンピック競技大会組織委員会公式HPより／2019
年10月21日現在

開催スケジュール
 東京2020オリンピック
2020年 7月22日（水）～8月9日（日）
33競技・339種目・42競技会場
 東京2020パラリンピック
2020年 8月25日（火）～9月6日（日）
22競技・540種目・21競技会場

富士スピードウェイ（静岡県） 東京ベイゾーン

ヘリテッジゾーン

陸上自衛隊
朝霞訓練場（埼玉県）

埼玉スタジアム
（埼玉県）

さいたまスーパーアリーナ
（埼玉県）

霞ヶ関
カンツリー倶楽部

（埼玉県）

横浜国際総合競技場（神奈川県）

横浜スタジアム（神奈川県）

東京国際空港（羽田空港）

釣ヶ崎海岸サーフィンビーチ
（千葉県）江の島ヨットハーバー

（神奈川県）

伊豆ベロドローム（静岡県）

伊豆MTBコース（静岡県）

成田国際空港

札幌
（札幌ドーム他）

宮城スタジアム
福島あづま球場

茨城カシマ
スタジアム

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
新
ル
ー
ト
造
成
、
お
も
て
な
し
強
化
、

観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
⋮
⋮

い
よ
い
よ
来
年
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
。

世
界
が
注
目
す
る
こ
の
祭
典
ま
で
、
残
り
2
3
0
日
余
り
。
観
光
立
国
を
目
指
す
日
本
と
し
て
は
、

こ
の
機
を
逃
す
手
は
な
い
。
基
本
情
報
を
押
さ
え
、
集
客
の
チ
ャ
ン
ス
を
最
大
限
に
活
か
そ
う
！

イ
ラ
ス
ト
／
武
曽
宏
幸

勝機は
日本中にアリ

東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
よ
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東京２０２０オリンピック・パラリンピックに備えよ

　

図
１
を
見
て
わ
か
る
通
り
、
日
本
へ
の

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
数
は
開
催
決
定
を
機
に
劇

的
に
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
今
回
の
日

本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
過
去
の
大

会
で
も
同
様
の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
る

（
図
２
参
照
）。
開
催
決
定
と
と
も
に
始
ま

る
多
く
の
露
出
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
加

え
、
大
会
に
向
け
て
の
環
境
整
備
、
規
制

緩
和
な
ど
の
条
件
が
揃
い
、
旅
行
先
と
し

て
選
ば
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
黙
っ
て
い
て

も
好
調
の
波
が
こ
の
先
も
続
く
か
と
い
う

と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
、

こ
れ
も
過
去
の
事
例
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
ア
テ
ネ
と
北
京
の
グ
ラ
フ
を
今

一
度
よ
く
見
て
ほ
し
い
。
ど
ち
ら
も
開
催

年
に
数
字
が
ぐ
っ
と
落
ち
込
ん
で
い
る
の

が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。

「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
」と
呼
ば
れ
る

現
象
だ
。

　

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
る

混
雑
を
懸
念
し
て
、
観
戦
客
以
外
の
人
々

が
、
旅
行
先
と
し
て
そ
の
国
を
選
ば
な
い

よ
う
に
な
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
。
こ
の

ま
ま
で
は
間
も
な
く
日
本
も
直
面
す
る
こ

の
事
態
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
そ
の
対
策
に
つ
い
て
日
本

政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）市
場
横
断
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
部　

伊
東
和
宏
さ
ん
に
お

話
を
伺
っ
た
。

 

「
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
は
確
か
に
前

例
と
し
て
存
在
し
ま
す
が
、
対
策
を
立
て

る
こ
と
で
回
避
で
き
た
例
も
あ
り
ま
す
。

近
隣
の
ア
ジ
ア
諸
国
は
別
と
し
て
、
日
本

の
地
理
や
大
き
さ
を
よ
く
理
解
し
て
い
な

い
国
で
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
＝
日
本

中
で
開
催
さ
れ
る
と
思
い
込
み
、
国
全
部

が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

人
々
で
溢
れ
か
え
る
と
い
う
感
覚
を
持
っ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
誤
解

を
払
拭
す
る
た
め
に
も
、
日
本
は
意
外
と

広
く
、
様
々
な
魅
力
を
持
っ
た
多
く
の
地

域
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
は

と
て
も
重
要
な
こ
と
で
す
。
ク
ラ
ウ
デ
ィ

ン
グ
ア
ウ
ト
の
間
に
他
国
に
需
要
が
流
出

し
た
場
合
、
旅
行
者
を
日
本
に
取
り
戻
す

こ
と
は
か
な
り
の
労
力
を
要
し
ま
す
。
ま

ず
逃
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
早
期
の

対
策
が
有
効
な
の
で
す
」。

　

最
近
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
８
月
頃
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
開
催
地
は
い
ず
れ
も
観
光
要
素
が

揃
っ
た
首
都
ク
ラ
ス
の
大
都
市
。
と
な
る

と
、
混
雑
し
て
い
る
観
光
地
を
、
長
期
休

暇
を
取
り
や
す
い
夏
の
旅
先
か
ら
外
し
て

考
え
る
の
は
当
然
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
を
避
け
る
手
立
て
は
あ
る
の
か
？

 

「
ロ
ン
ド
ン
の
際
は
、
大
会
前
か
ら
『
Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｔ
ブ
リ
テ
ン
』と
い
う
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
、
ポ
ス
タ
ー
や
Ｗ
ｅ
ｂ
で
ブ

ラ
ン
ド
統
一
イ
メ
ー
ジ
を
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
落
ち
込
み
を
回
避
し
て
い
ま

す
」。
開
催
年
の
２
０
１
２
年
、
７
月
〜

９
月
に
限
れ
ば
訪
英
外
国
人
客
数
は
マ
イ

ナ
ス
４
・
２
％
だ
が
、
年
間
で
は
プ
ラ
ス

０
・
９
３
％
と
、
結
果
と
し
て
増
加
に
な

っ
て
い
る（
図
３
を
参
照
）。
そ
れ
で
は
日

本
は
目
前
に
迫
っ
た
２
０
２
０
年
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
け
ば

よ
い
か
。

増
加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

し
か
し
開
催
年
は
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
も

開催決定（2005年）

開催年（2012年）

開催決定以前
10年間のトレンド
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図２、３ともに世界銀行、各国統計資料より、みずほ総合研究所作成

図２　大会開催国のインバウンド客の推移

図3　大会開催国のインバウンド客の推移

2012年 ロンドン大会の場合（開催決定／2005年）
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宿
泊
地
の
分
散
を
図
る

□
東
京
周
辺
都
市
へ
の
宿
泊
へ
誘
導
す
る

　

東
京
２
０
２
０
の
観
戦
を
す
る
し
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
夏
の
開
催
中
に
東
京
へ

訪
れ
た
い
と
い
う
人
々
に
は
、
東
京
の
郊

外
で
あ
れ
ば
宿
泊
確
保
の
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
伝
え
た
い
。
充
実
し
た
公
共
交
通

網
を
使
え
ば
東
京
周
辺
は
も
ち
ろ
ん
、
新

幹
線
で
１
時
間
の
距
離
か
ら
で
も
十
分
に

通
い
で
東
京
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
観
戦
に
訪
れ
る
た
め
に
早
々
に
宿

泊
の
手
配
を
し
て
い
る
人
は
別
と
し
て
も
、

国
内
の
混
雑
ぶ
り
が
予
想
で
き
ず
に
迷
っ

て
い
る
人
も
多
い
は
ず
だ
。

□
東
京
を
除
い
た
地
域
へ
の
分
散
を
図
る

　

ビ
ギ
ナ
ー
に
は
東
京
が
や
は
り
人
気
だ

が
、
日
本
に
は
47
の
都
道
府
県
が
あ
り
、

同
じ
県
内
で
も
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
楽

し
み
方
が
で
き
る
の
が
魅
力
。
そ
の
よ
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
東
京
抜

き
で
楽
し
む
ニ
ッ
ポ
ン
」と
い
う
、
ツ
ウ

な
滞
在
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ

ピ
ー
タ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
目
的
で
は
な

い
欧
米
豪
の
人
々
に
、
混
雑
し
て
い
て
料

金
も
高
く
な
る
夏
の
東
京
で
は
な
く
、
歴

史
や
自
然
を
体
感
で
き
る
地
域
な
ら
で
は

の
よ
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
だ
。

旅
行
時
期
の
分
散
を
図
る

　

夏
期
は
確
か
に
旅
行
シ
ー
ズ
ン
で
は
あ

る
が
、
多
く
の
人
が
動
く
繁
忙
期
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
時
期
を
ず
ら
し
て
休
暇
を
取

得
す
る
人
も
い
る
は
ず
。
大
会
期
間
中
に

訪
れ
る
の
は
や
は
り
腰
が
重
い
と
い
う
人

も
多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
い
っ
そ
の
こ

と
他
の
季
節
に
訪
れ
る
こ
と
を
提
案
し
て

み
る
の
は
ど
う
か
。
最
近
で
は
桜
や
紅
葉

な
ど
、
季
節
を
満
喫
で
き
る
景
色
が
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
は
人
気
が
高
い
。
地
域
で
は

当
た
り
前
す
ぎ
て
見
過
ご
し
て
い
る
ス
ポ

ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。
ま
た
、
季

節
を
ず
ら
し
た
提
案
で
あ
れ
ば
、
東
京
と

組
み
合
わ
せ
た
周
遊
も
し
や
す
く
な
る
。

”２
０
２
０
限
定
プ
ロ
グ
ラ
ム
“で

訴
求
す
る

　

例
え
ば
普
段
は
叶
わ
な
い
入
場
、
拝
観
、

展
示
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
や
、
交
通
チ

ケ
ッ
ト
の
特
別
割
引
き
、
宿
泊
特
典
の
提

供
な
ど
、〝
２
０
２
０
年
に
し
か
体
験
出

来
な
い
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞を
思
い
切

っ
て
企
画
す
る
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
が
海
外
各
市

場
の
特
性
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
い
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
で
、
積
極
的
に
情
報
発
信
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

「
ま
ず
は
各
地
の
創
意
工
夫
で
２
０
２
０

年
な
ら
で
は
の
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え

て
頂
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
日
本
が
こ
ん

な
に
注
目
さ
れ
て
い
る
機
会
を
逃
す
の
は

も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
、

今
年
開
催
さ
れ
て
い
た
『
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
』の
際
に
、
日
本

を
訪
れ
て
い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
人
た
ち

の
盛
り
上
が
り
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
発
信

し
て
い
ま
し
た
。
同
行
し
て
い
た
メ
デ
ィ

ア
に
も
試
合
の
な
い
期
間
に
地
域
に
足
を

運
ん
で
も
ら
い
、
食
事
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

な
ど
、
ラ
グ
ビ
ー
会
場
以
外
の
様
子
を
発

信
す
る
よ
う
に
依
頼
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
来
年
の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
繋
げ
る
た
め
の

作
戦
で
す
。
来
年
の
大
会
で
は
メ
デ
ィ
ア

は
１
カ
月
ほ
ど
滞
在
す
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
間
に
も
も
ち
ろ
ん
発
信
を
依
頼
し
ま
す
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
向
け
に
日
本
各
地
の
観
光

情
報
を
紹
介
す
る
業
界
向
け
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
『
ジ
ャ
パ
ン
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
』を
開
設
し
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
」。

　

開
催
地
以
外
の
地
域
の
集
客
が
、
開
催

翌
年
か
ら
伸
び
た
過
去
の
開
催
国
の
例
も

あ
る
。
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
に
は
し

っ
か
り
と
対
策
を
立
て
て
臨
み
た
い
。

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ア
ウ
ト
は

先
手
必
勝
で
回
避
す
る
べ
し

対
策
案
1

対
策
案
2

対
策
案
3

活用しよう！
JNTOの「ジャパン・オンライン・

メディアセンター」

海外メディアによる記事や映像制作を支援
するために、日本国内の映像・画像を無料
でダウンロードできるウェブサイト。四季
折々の旬なトピックを書き下ろしたテキスト
とともに提供するパッケージ型のコンテン
ツも用意。オリンピック・パラリンピック開
催に伴い、メディアからの問い合わせ増加
が想定される。情報源として活用したり、
露出拡大に役立てよう。

16　December  2019



東京２０２０オリンピック・パラリンピックに備えよ

東京２０２０ 　

人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
増
加
は
重
要
な
問
題
だ
。
開
催
年
に

向
け
て
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
以
降
に
も

盛
り
上
が
り
が
続
く
よ
う
に
、
取
り
こ
ぼ

し
な
く
、
し
っ
か
り
と
対
策
を
立
て
よ
う
。

ク
ル
ー
ズ
船
や
地
方
空
港
へ
の
誘
致

　

海
外
か
ら
島
国
で
あ
る
日
本
へ
は
、
空

ま
た
は
海
い
ず
れ
か
の
ア
ク
セ
ス
し
か
な

い
。「
空
港
で
い
え
ば
海
外
か
ら
は
羽
田
・

成
田
や
関
空
の
人
気
が
高
い
で
す
が
、
地

方
空
港
か
ら
周
辺
都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
よ
さ
や
助
成
金
の
有
無
な
ど
で
誘
致
に

結
び
付
く
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
空
港
、

ク
ル
ー
ズ
船
と
も
に
、
入
国
審
査
や
法
的

な
整
備
も
必
要
と
な
り
時
間
が
か
か
る
問

題
な
の
で
、
早
め
に
動
き
出
す
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
」。

地
域
の
受
け
入
れ
態
勢
強
化

　

コ
ト
消
費
の
価
値
感
が
支
持
さ
れ
て
き

た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
だ
埋
も
れ
て
い
る

地
域
の
魅
力
を
商
品
化
す
る
こ
と
が
大
切
。

「
そ
の
際
に
は
、
外
国
人
目
線
を
忘
れ
ず

に
。
そ
の
背
景
な
ど
も
伝
え
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
よ
り
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
で

し
ょ
う
。
英
語
で
説
明
で
き
る
ガ
イ
ド
の

存
在
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
宿

泊
施
設
な
ど
で
英
語
を
話
せ
な
い
か
ら
来

て
も
ら
え
な
い
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま

す
が
、
今
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
情
報
収

集
す
る
時
代
。
い
ざ
と
な
れ
ば
翻
訳
も
で

き
る
の
で
、
言
葉
の
問
題
だ
け
で
躊
躇
す

る
の
は
残
念
。
で
き
れ
ば
予
約
や
決
済
ま

で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
行
え
る
よ
う
に
す

る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
」。

富
裕
層
の
取
り
込
み

　

観
光
消
費
額
を
上
げ
る
た
め
の
戦
略
と

し
て
挙
が
る
の
が
、
富
裕
層
の
取
り
込
み
。

し
か
し
日
本
に
は
富
裕
層
向
け
の
ホ
テ
ル

が
ま
だ
足
り
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が

⋮
。「
五
つ
星
ホ
テ
ル
が
な
い
か
ら
富
裕

層
が
滞
在
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
で
は
古
民
家
の
一
棟
丸
ご

と
や
、
五
つ
星
で
は
な
く
て
も
ホ
テ
ル
の

１
フ
ロ
ア
も
し
く
は
全
館
を
貸
し
切
っ
て

滞
在
し
て
い
る
富
裕
層
が
い
る
と
言
い
ま

す
。
そ
し
て
今
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違

う
タ
イ
プ
の
富
裕
層
が
登
場
し
て
き
て
い

る
の
で
す
。
欧
米
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
で

成
功
し
た
若
い
企
業
家
た
ち
に
代
表
さ
れ

る
、
い
わ
ゆ
る
ミ
レ
ニ
ア
ル
世
代
と
呼
ば

れ
る
人
々
で
す
。
飛
行
機
の
フ
ァ
ー
ス
ト

ク
ラ
ス
に
乗
る
こ
と
や
服
装
に
こ
だ
わ
り

が
な
く
、
外
見
は
そ
れ
ら
し
く
見
え
な
い
。

し
か
し
陶
器
な
ど
、
自
分
が
こ
だ
わ
っ
て

い
る
も
の
に
対
し
て
は
何
百
万
、
何
千
万

と
い
う
お
金
を
ぽ
ん
と
出
す
。
日
本
に
あ

る
ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
付
き
の
レ
ス
ト
ラ
ン

だ
け
を
目
当
て
に
来
日
す
る
。
こ
う
し
た

旅
行
者
の
実
態
は
昨
年
行
っ
た
欧
米
豪
市

場
調
査
で
明
ら
か
に
な
り
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と

し
て
は
『
１
人
当
た
り
１
０
０
万
円
以
上

を
滞
在
費
と
し
て
使
う
人
』を
富
裕
層
と

し
て
定
義
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
は
こ
れ
か
ら
益
々
、
団
体
旅

行
か
ら
Ｆ
Ｉ
Ｔ
化
し
て
い
く
時
代
。
そ
う

い
っ
た
富
裕
層
の
コ
ト
消
費
の
旅
行
体
験

が
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
、
市
場
全
体
を
リ
ー
ド

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

消
費
額
の
ア
ッ
プ
だ
け
で
は
な
く
、
成
熟

し
た
旅
行
を
楽
し
み
た
い
人
た
ち
に
と
っ

て
の
先
例
と
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」。

東
京
２
０
２
０
以
降
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に

必
要
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
は

東京2020
オリンピック・パラリンピック

対策のまとめ

□インバウンドを必ず視野に入れる
□クラウディングアウト（観光客減

少）を回避するべく先手を打つ
□こだわりを持つ人々に向けて、コ

ト消費など、地域の資源の磨き
上げを行う

全て今からでも遅くはない。という
よりも、今すぐに対策を立て、実行
へ向けて動き出すべし。オリンピッ
ク・パラリンピック開催により、黙
っていても訪日客が増えると思って
いたら大間違い。減少する恐れも
あることを認識しよう。自地域を含
め日本の認識が高まるこの時期に、
しっかりと戦略を立てよう。そして
2021年以降へも継続する取り組み
を続け、情報発信＆対応をする。
待っているだけでは、チャンスは一
瞬にして通り過ぎてしまうのだ。

17 December  2019　



東京２０２０

Ｐ
Ｒ
動
画
が
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
話
題
に

目
的
は
再
生
回
数
で
は
な
く

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
匹
敵
す
る
新
た

な
ル
ー
ト
造
成
は
、
多
く
の
自
治
体
に
と

っ
て
実
現
し
た
い
課
題
の
１
つ
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
中
、
福
島
県
主
導
で
栃
木
県
、
茨

城
県
と
進
め
て
い
る
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル

ー
ト
」が
海
外
で
話
題
を
呼
ん
で
い
る
。

３
県
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ヒ
ス
ト
リ
ー
、

ア
ウ
ト
ド
ア
、
ヘ
ル
ス
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
の

４
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
別
に
構
成
し
た
Ｐ
Ｒ
動

画
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
」

を
作
成
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
と
連
携
し
、
２

０
１
７
年
２
月
か
ら
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
広
告※

１

で
配
信
。
こ
れ
ま

で
14
本
を
作
成
し
、
合
計
約
５
７
０
０
万

回
再
生
さ
れ
て
き
た
。
初
年
度
は
ア
ジ
ア

（
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
台
湾
）と
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
配
信
し
た
も
の

が
ス
ペ
イ
ン
で
も
火
が
付
い
た
こ
と
か
ら
、

２
０
１
８
年
は
欧
米
に
も
配
信
。
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ム
広
告
の
平
均
視
聴
率
（
ス
キ
ッ

プ
し
な
い
人
の
率
）は
10
％
だ
が
、「
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ト
ジ
ャ
パ
ン
」は
ア
メ
リ

カ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
シ
ア
で
70
％
と
い
う

視
聴
率
を
出
す
。
し
か
し
「
目
的
は
再
生

回
数
を
競
う
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。
幅
広
い
世
界
の
中

で
、
自
分
た
ち
の
観
光
地
の
需
要
が
ど
こ

に
あ
る
か
を
探
る
た
め
で
す
」（
福
島
県
観

光
交
流
課　

藤
井
智
生
さ
ん
）。

　

東
日
本
大
震
災
と
そ
の
後
の
風
評
被
害

に
よ
り
、
福
島
県
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
数
は

震
災
前
の
10
万
人
超
か
ら
、
一
時
期
２
万

人
近
く
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
の
後
は
少

し
増
加
を
見
せ
た
も
の
の
、
震
災
前
の
数

字
ま
で
は
遠
い
ま
ま
だ
っ
た
。
中
長
期
と

し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
と
考
え
、

福
島
と
東
京
を
結
ぶ
ル
ー
ト
に
着
目
。
東

京
を
訪
れ
た
訪
日
外
国
人
は
、
栃
木
県
の

日
光
と
茨
城
県
の
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

ま
で
は
日
帰
り
で
訪
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
２
県
と
も
に
日
帰

り
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
た
。

そ
の
観
光
客
が
福
島
県
ま
で
足
を
伸
ば
せ

ば
、
宿
泊
に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

浅
草（
東
京
）、
日
光
、
会
津
若
松
、
郡
山
、

い
わ
き
、
水
戸
を
結
ぶ
ル
ー
ト
が
誕
生
し
、

国
内
で
は
東
武
か
ら
浅
草
発
の
旅
行
商
品

が
販
売
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

広
域
連
携
か
ら
ス
ピ
ン
オ
フ
も

高
評
価
の
ジ
ャ
ン
ル
に
特
化
し

着
地
型
商
品
を
企
画

　

福
島
県
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
数
は
回
復

し
、
２
０
１
８
年
は
14
万
人
超
と
震
災
前

を
大
き
く
上
回
る
集
客
と
な
っ
た
。「
個
人

客
に
モ
デ
ル
ル
ー
ト
を
薦
め
て
み
た
と
こ

ろ
で
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
。
ル
ー
ト
は
そ
れ

を
結
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
が
、
大
切

な
の
は
１
つ
１
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
響
か
せ
、

行
き
た
い
気
持
ち
に
さ
せ
る
こ
と
で
す
」

（
藤
井
さ
ん
）。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、

ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
見
せ
た「
サ
ム
ラ
イ

編
」が
欧
米
豪
の
人
々
に
高
評
価
だ
っ
た

こ
と
が
わ
か
り
、
福
島
県
独
自
の
着
地
型

商
品
と
し
て
浅
草
発「
サ
ム
ラ
イ
・
ト
レ

イ
ン
」を
展
開
。
車
内
で
は
動
画
の
出
演

者
が
演
舞
を
見
せ
る
な
ど
、
出
発
し
た
時

か
ら
サ
ム
ラ
イ
を
体
感
す
る
仕
掛
け
に
な

っ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
だ
け
で
は
な

く
日
本
人
も
乗
り
込
み
、
人
種
の
る
つ
ぼ

の
よ
う
の
よ
う
だ
と
か
。
そ
し
て
そ
れ
は

自
走
す
る
た
め
に
必
要
な
動
き
だ
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
動
画
の
再
生
回
数
が
多
け
れ

ば
、
多
く
の
人
の
心
を
掴
む
こ
と
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
？
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
配

信
は
そ
れ
ぞ
れ
ス
コ
ア
を
見
る
こ
と
が
で

広
域
新
ル
ー
ト「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ル
ー
ト
」で

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
呼
び
込
む

福島県

「ダイヤモンドルートジャ
パン」より。外国人クリエ
イター目線による動画は、
どれを観ても引き込まれ
るほどハイクオリティ。静
かな中に躍動感があり、
日本人でも「ここはどこだ
ろう？」と思わずにはいら
れない

郡山を中心に、見事なダイヤモンド型を
描く

南相馬
福島

いわき

水戸

東京

宇都宮
日光

郡山会津若松 東
京
２
０
２
０
を
視
野
に
入
れ
た

地
域
の
戦
略
実
践
編

東
京
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に
活
か
す
？

観
光
客
の
心
を
つ
か
む
ワ
ザ
は
？

東
京
２
０
２
０
は
来
年
の
話
だ
が
、
観
光
客
増
加
へ
の
取
り
組
み
は
来
年
の
み
に
あ
ら
ず
。

成
果
を
得
る
た
め
に
は
あ
る
程
度
の
時
間
が
必
要
だ
。

集
客
と
受
け
入
れ
、
地
域
に
合
わ
せ
た
２
つ
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

※1 YouTubeで動画を見る前に差し込まれる、5秒経てばスキップできる動画広告のこと
18　December  2019



東京２０２０

東京２０２０オリンピック・パラリンピックに備えよ

き
る
た
め
、
国
、
年
代
、
興
味
別
に
配
信

を
し
、
反
応
が
悪
い
場
合
は
他
の
動
画
を

流
す
な
ど
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
。

判
断
を
間
違
え
れ
ば
興
味
の
な
い
人
た
ち

に
動
画
を
配
信
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る

た
め
、
丸
投
げ
で
は
な
く
ス
タ
ッ
フ
と
密

に
連
携
し
な
が
ら
、
税
金
を
１
円
で
も
無

駄
に
し
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

の
こ
と
。
こ
う
し
て
３
年
間
に
国
別
、
ク

ラ
ス
タ
ー
別
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と
に

成
功
。
次
は
さ
ら
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り

込
み
、
欧
米
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
刺
さ
る

商
品
を
開
発
中
。「
特
定
の
興
味
を
持
っ
た

人
々
の
集
ま
り
で
評
価
を
得
る
と
、
他
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
拡
散
が
期
待
で
き
ま

す
」（
同
課　

加
賀
谷
宏
明
さ
ん
）。
し
か

し
こ
の
数
年
間
の
取
り
組
み
で
、
デ
ジ
タ

ル
の
有
用
性
と
と
も
に
限
界
も
認
識
し
た

と
い
う
。「
集
客
の
た
め
に
は
最
後
の
一
押

し
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
フ
ェ
ア
に

参
加
し
て
話
を
す
る
な
ど
、
温
か
み
の
あ

る
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
Ｐ
Ｒ
も

切
り
離
さ
ず
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
」（
藤
井
さ
ん
）。

首
都
圏
か
ら
の
日
帰
り
多
数

日
帰
り
観
光
客
の
満
足
度
ア
ッ
プ
と

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
狙
っ
て
い
く

　

ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
コ
キ
ア
が
絶
景
を
作
り

出
す
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
な
ど
国
内
外

に
人
気
の
高
い
ス
ポ
ッ
ト
を
有
す
る
茨
城

県
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
周
遊
・
宿
泊
ツ
ア

ー
は
２
０
１
７
年
度
の
２
７
２
１
に
対
し

て
２
０
１
８
年
度
が
３
４
４
２
と
、
対
前

年
１
２
６
％
の
順
調
な
伸
び
を
見
せ
て
い

る
。
東
京
か
ら
の
距
離
が
近
い
こ
と
に
よ

り
宿
泊
観
光
客
が
少
な
い
と
い
う
悩
み
が

あ
る
が
、
日
帰
り
で
何
度
も
訪
れ
た
い
観

光
地
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
、
将
来
の

宿
泊
需
要
を
創
出
し
、
ホ
テ
ル
な
ど
の
民

間
投
資
の
呼
び
込
み
に
繋
が
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
た
め
ク
ル
ー
ズ
船
や
、
富
裕

層
取
り
込
み
の
た
め
の
ホ
テ
ル
誘
致
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
一
定
の
環
境
が
整

う
ま
で
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。
来
年

の
東
京
２
０
２
０
大
会
開
催
中
も
東
京
に

宿
泊
す
る
人
が
基
本
的
に
は
多
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
そ
の
間
に
個
人
旅
行
と
し
て

１
日
で
も
訪
れ
て
も
ら
え
れ
ば
、
茨
城
の

良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
い
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
も
ら
え
る
。
外
国
人
向
け
観
光
コ

ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
探
り
な
が
ら
、
県
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
県
民
一
体

と
な
っ
た
観
光
客
へ
の「
お
も
て
な
し
」だ
。

い
い
も
の
は
？
と
聞
か
れ
た
時
に

﹁
な
い
﹂と
答
え
て
し
ま
う

県
民
性
を
打
破
し
た
い

　

自
分
た
ち
の
い
い
と
こ
ろ
を
あ
ま
り
主

張
し
な
い
と
い
う
県
民
性
。
偕
楽
園
の
場

所
を
尋
ね
た
人
に
対
し
て
、
今
行
っ
て
も

何
も
な
い
よ
、
と
答
え
て
し
ま
う
な
ど
、

謙
虚
す
ぎ
る
話
も
耳
に
す
る
。
こ
の
状
況

を
打
破
し
な
け
れ
ば
、
茨
城
県
を
わ
ざ
わ

ざ
選
ん
で
訪
れ
た
人
に
対
し
て
誤
解
を
与

え
か
ね
な
い
。
そ
こ
で「
お
も
て
な
し
日

本
一
」を
目
指
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、「
い

ば
ら
き
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
」制
度
。
県
民

一
人
ひ
と
り
の
観
光
知
識
や
接
遇
ス
キ
ル

の
向
上
を
図
る
た
め
に
年
１
回
の
認
定
試

験
を
実
施
。
２
０
１
５
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
１
１
３
９
名
の
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
と

２
６
８
名
の
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
Ｓ
級
認
定

者
が
誕
生
し
て
い
る
。
Ｓ
級
認
定
者
は
筆

記
試
験
に
加
え
て
模
擬
面
接
に
よ
る
接
遇

試
験
も
ク
リ
ア
し
た
、
ま
さ
に
茨
城
観
光

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
だ
。
今
年
の
国
体
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
65
名
の
マ
イ
ス
タ
ー
た

ち
が
参
加
し
、
さ
っ
そ
く
そ
の
実
力
を
発

揮
。
こ
の
夏
も
開
催
さ
れ
た「
お
も
て
な

し
講
座
」で
は
マ
イ
ス
タ
ー
が
講
師
と
し

て
、
語
学
や
話
し
方
、
観
光
資
源
に
つ
い

て
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
講

座
を
開
い
て
活
躍
し
て
い
る
。「
参
考
に
な

っ
た
」、「
知
ら
な
い
情
報
を
知
れ
た
」な
ど

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
も
、
マ

イ
ス
タ
ー
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
窺
え
る
。

　

さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

独
自
に
先
進
地
視
察
や
研
修
会
を
行
っ
て

い
る
Ｓ
級
マ
イ
ス
タ
ー
も
い
る
と
い
う
。

「
今
後
は
マ
イ
ス
タ
ー
を
増
や
す
一
方
で
、

マ
イ
ス
タ
ー
の
自
主
的
活
動
や
活
躍
の
機

会
を
増
や
す
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
茨

城
県
観
光
物
産
課
観
光
戦
略
担
当
）。

緑、赤、赤から黄色へのグラデーションなど、季節
ごとに表情を変える国営ひたち海浜公園のコキア。
みはらしの丘を覆い尽くす鮮やかな様子は、強力な
コンテンツだ。右ページで紹介している「ダイヤモンド
ルートジャパン」のPR動画にももちろん登場

「
い
ば
ら
き
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
」で

県
民
一
丸
と
な
っ
て
お
も
て
な
し

茨城県

いばらき観光マイスターの講座風景。毎年の受験者数は
観光マイスターが500名～600名、観光マイスターＳ級
が200名程度。茨城県は10以上の市町村が東京2020の
ホストタウンとなっており、来年はさらに活躍の場が増え
そうだ

19 December  2019　



東京２０２０
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
人
口
全

体
か
ら
考
え
て
、
お
よ
そ
１
／
３
の

人
々
が
そ
の
対
象
者
に
な
る
と
言
え

る※
2

。

 

「
中
で
も
多
く
を
占
め
る
高
齢
者
に

は
、
戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
と
必
死

に
働
い
て
き
て
や
っ
と
旅
行
に
行
け

る
時
間
が
で
き
た
段
階
で
、
今
度
は

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
っ
た
、

で
も
楽
し
め
る
な
ら
旅
行
に
行
き
た

い
、
と
い
う
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と

思
う
ん
で
す
。
障
が
い
を
持
っ
た
人

が
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
観
光
地
な
ら
、
高

齢
者
の
人
た
ち
も
安
心
し
て
出
か
け

る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
は
世
界

一
の
高
齢
化
社
会
で
も
あ
る
わ
け
で
す
し
、

そ
の
た
く
さ
ん
の
人
々
を
受
け
入
れ
る
こ

と
が
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
る
と

思
い
ま
す
」。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
は
な
く 

”バ
リ
ア
に
つ
い
て
の
情
報
“を
提
供
す
る

　

中
村
さ
ん
は
、
２
０
０
２
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
運
営
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
の
相
談

常
駐
窓
口
と
し
て
日
本
で
最
初
に
作
ら
れ

た
伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ
ア
ー
セ
ン

タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
。
現
在
で
は
全
国
で

約
20
の
観
光
地
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
旅
行
の

た
め
の
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
ま
で

に
動
き
は
広
が
っ
て
き
た
。

 

「
体
が
不
自
由
で
も
観
光
を
楽
し
み
た
い

と
い
う
気
持
ち
の
あ
る
人
に
、
ト
ラ
ブ
ル

な
く
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
そ
の
よ
う
な
思

い
か
ら
こ
の
取
り
組
み
は
始
ま
り
ま
し
た
」。

そ
れ
で
は
観
光
地
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う

な
体
制
で
体
に
不
自
由
を
感
じ
る
人
た
ち

を
受
け
入
れ
れ
ば
い
い
か
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
車
い
す
を
利
用
し
て

い
る
人
を
例
に
と
っ
て
も
、
障
が
い
の
程

度
は
人
に
よ
り
大
き
く
異
な
る
。
こ
の
た

め
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う
言
葉
だ
け
を

発
信
す
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
い
う
。「
何
が

バ
リ
ア
に
な
る
か
は
個
人
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
。
そ
こ
で
我
々
と
し
て
は
、
観
光
地

に
ど
の
よ
う
な
バ
リ
ア
が
あ
る
か
と
い
う

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
旅
先
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
バ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応
が 

観
光
客
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
く

　

鉄
道
駅
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
始
め
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
へ
の
対
応
が
進
む
日
本
。
し
か
し

観
光
地
で
は
ど
う
か
。
例
え
ば
段
差
が
な

い
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
＝
全
て
の
人
に

と
っ
て
す
で
に
バ
リ
ア
が
取
り
除
か
れ
た

状
態
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
だ
が
、
歴
史
の

あ
る
建
築
物
や
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
勝
地

な
ど
、
改
修
が
不
可
能
な
観
光
地
も
多
い

は
ず
だ
。

 
「
車
い
す
利
用
者
の
場
合
、
１
㎝
の
段
差

し
か
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
人
も
い
れ
ば
、

10
㎝
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る
人
も
い
る
な

ど
、
障
が
い
の
程
度
は
人
に
よ
り
違
い
ま

す
。
た
だ
１
㎝
の
段
差
を
乗
り
越
え
ら
れ

な
い
人
で
も
、
10
㎝
乗
り
越
え
た
先
に
素

晴
ら
し
い
景
色
が
待
っ
て
い
る
と
わ
か
っ

た
ら
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
で
も
行
っ
て

み
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
温
泉
に
入

り
た
い
、
伊
勢
神
宮
に
お
参
り
し
た
い
な

ど
、
絶
対
に
や
り
た
い
と
い
う
そ
の
気
持

ち
に
よ
っ
て
、
バ
リ
ア
は
な
く
な
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
」。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
、

そ
の
対
象
が
ご
く
一
部
の
限
ら
れ
た
人
々

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
65

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
約
３
５
０
０
万

人
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
27
％
を
超
え
て

い
る
。
障
が
い
者
が
約
８
６
０
万
人
、
３

歳
児
未
満
人
口
が
約
３
０
０
万
人
存
在
し

研修を終了した「伊勢おもてなし
ヘルパー」が、伊勢神宮内宮の玉
砂利の参道や、石段の昇降を介
助（事務局：伊勢志摩バリアフリ
ーツアーセンター／三重県）

日本バリアフリー
観光推進機構  理事長
中村 元さん
本業は水族館プロデューサ
ー。観光集客の一環としてバリ
アフリー観光のマーケットに
着目。日本初のバリアフリー観
光相談センターである伊勢志
摩バリアフリーツアーセンター
を開設し、理事長を務める。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

対
応
し
た
観
光
地
の
作
り
方

歴
史
や
景
観
を
そ
の
ま
ま
に
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
可
能
か
？

国
内
外
の
人
々
を
魅
了
す
る
日
本
の
観
光
地
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
に
は
多
言
語
対
応
表
示
な
ど
改
善
が
進
む
が
、

車
い
す
利
用
者
な
ど
体
の
不
自
由
な
人
々
の
受
け
入
れ
は
ど
う
か
？

観
光
地
の
持
つ
魅
力
を
損
な
う
こ
と
な
く
楽
し
め
る
方
法
に
つ
い
て
、

日
本
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
推
進
機
構
理
事
長
の
中
村
元
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

※2 観光庁「ユニバーサルツーリズムに対応した観光案内の実践方策」（平成29年３月）より
20　December  2019



東京２０２０オリンピック・パラリンピックに備えよ

リ
ア
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
旅
行
者
と
、

障
が
い
者
が
ど
の
よ
う
な
不
自
由
を
感
じ

る
か
わ
か
ら
な
い
事
業
者
の
間
に
入
っ
て

相
談
に
の
る
専
門
の
窓
口
が
あ
る
必
要
性

を
感
じ
て
い
ま
す
」。
各
地
に
あ
る
相
談

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い
者
視
点
で
観
光

施
設
の
バ
リ
ア
を
調
査
し
、
個
々
の
旅
行

者
の
状
態
に
合
わ
せ
た
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
準
」で
観
光
や
宿
泊
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
。「
パ
ー
ソ
ナ

ル
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て

の
魅
力
を
そ
の
ま
ま
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

案
内
が
で
き
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
人
は
、

単
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
か
ら
と
い
う
理
由

で
は
な
く
、
ま
ず
、
い
い
と
思
う
か
ら
こ

そ
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
工
事
を
す
る
こ
と
で
景
観
が
変

わ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
多
く
の
人
に
と
っ

て
魅
力
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
」。

そ
し
て
こ
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
人
力

に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
だ
。

有
償
に
よ
る
人
力
を
活
用
し
、 

観
光
地
の
魅
力
を
体
感
し
て
も
ら
う

　

伊
勢
神
宮
内
宮
に
は
片
道
約
８
０
０
ｍ

に
も
お
よ
ぶ
玉
砂
利
の
参
道
が
あ
る
。
健

常
者
で
も
歩
き
や
す
い
靴
を
履
く
必
要
が

あ
り
、
多
く
の
障
が
い
者
に
と
っ
て
は
バ

リ
ア
と
感
じ
る
存
在
に
な
る
。「
で
も
伊

勢
神
宮
で
は
、
あ
の
砂
利
を
ガ
シ
ャ
ガ
シ

ャ
と
踏
み
し
め
て
行
く
こ
と
が
大
事
だ
と

思
う
の
で
す
。
参
道
の
横
に
砂
利
を
除
い

た
部
分
を
作
れ
ば
通
り
や
す
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
や
は
り
あ
の
砂
利
を
感
じ

て
ほ
し
い
。
伊
勢
神
宮
で
は
タ
イ
ヤ
が
太

い
電
動
車
い
す
の
貸
し
出
し
が
あ
り
、
玉

砂
利
の
参
道
の
上
で
も
進
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
」。
バ
リ
ア
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
が
、
障
が
い
者
に
と
っ
て
魅
力
を

体
感
で
き
る
部
分
に
変
わ
っ
た
の
だ
。
伊

勢
神
宮
は
内
宮
の
正
宮
前
に
約
25
段
の
石

段
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
石
段
を
登
れ
な

か
っ
た
人
た
ち
は
正
宮
の
下
か
ら
遙
拝
す

る
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
２
０
１
７
年
に

「
伊
勢
お
も
て
な
し
ヘ
ル
パ
ー
」が
誕
生

し
、
参
拝
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

以
前
か
ら
伊
勢
志
摩
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ア
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
旅
行
者
の
要
望
に
応

じ
て
参
拝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
手
配
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
無
償
で

対
応
で
き
る
人
員
は
限
ら

れ
、
活
動
は
広
が
ら
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
持
続
可

能
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た

め
、
伊
勢
市
、
伊
勢
商
工

会
議
所
、
伊
勢
市
観
光
協

会
、
伊
勢
お
は
ら
い
町
会

議
、
皇
學
館
大
が
一
緒
に

な
り
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。
石
段
を
上
が
る
た
め

に
は
4
名
の
人
員
が
必
要
で
、
料
金
は
１

万
円
と
設
定
し
た
が
、
同
行
者
に
手
伝
え

る
人
が
い
れ
ば
費
用
負
担
は
減
っ
て
い
く
。

料
金
は
運
営
費
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
謝

金
に
充
て
ら
れ
る
。
最
初
に
有
料
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
て
い
る
の
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に

な
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
と
の
こ
と
だ
。
事

前
に
障
が
い
の
程
度
を
伝
え
て
相
談
す
る

な
ど
予
約
の
必
要
は
あ
る
が
、
人
力
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
で
観
光
地
の
持
つ
魅
力
を
体

感
で
き
る
体
制
が
で
き
れ
ば
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
す
る
と
い
う
こ
と
へ
の
ハ
ー
ド
ル

は
下
が
る
の
で
は
な
い
か
。

 

「
伊
勢
神
宮
も
そ
う
で
す
が
、
み
ん
な
が

行
き
た
い
け
ど
行
け
な
い
、
と
諦
め
て
い

る
と
こ
ろ
を
ま
ず
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
。

そ
れ
に
よ
っ
て
観
光
客
が
増
え
て
い
き
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
観
光
地
に

な
る
と
思
い
ま
す
」。
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
た

い
と
い
う
、
様
々
な
旅
行
者
た
ち
の
気
持

ち
に
応
え
る
取
り
組
み
に
期
待
し
た
い
。

施設を
バリアフリー化する際の
注意点
公園や宿泊施設をバリアフリー
化する際に気を付けなければな
らないのが、利用のためのルー
トが確保されているかどうかと
いうことだ。宿の場合は、駐車
場から部屋まで車いすで行ける
かなど。公園の場合は、多目的
トイレが設置されていても、案
内されるルートが階段を進んだ
り、室外機で道幅が狭くなって
いるなど、実際には通れないケ
ースもあるという。実際に使え
るように使用者の立場に立って
目視することが大切だ。ただし、
使いやすいようにと考えて廊下
中に手すりを設置した宿泊施設
では、「病院を思い出す」という
声もあったとか。観光を楽しみ
に訪れている人々を相手にして
いる、ということを忘れずに取
り組むことが大切だ。

観光地における
バリアフリーの取り組み例

砂浜も海水浴も楽しめる
□神奈川県
　湘南バリアフリーツアーセンター
マットを敷いて波打ち際まで行ける、車
いすのまま海水浴ができるなど、湘南ら
しく海に特化したサポートを提供。ボラ
ンティアの1/3を医療介護職で構成し開
催する無料イベントや、湘南以外の海へ
の出張も行っている。海水浴の介助はヘ
ルパー1名1時間3000円。

ヘルパー派遣による入浴介助システム
□佐賀県
　佐賀嬉野バリアフリーツアーセンター
□大分県
　別府・大分バリアフリーツアーセンター
□鹿児島県
　かごしまバリアフリーツアーセンター
ヘルパーを派遣し、宿泊施設・日帰り温
泉施設での入浴をサポートする、温泉大
国・九州ならではの取り組み。鹿児島では、
指宿温泉の砂むし風呂での入浴介助も行
っている。佐賀嬉野の取り組みは2019
年度のツーリズムEXPO「第５回ジャパン・
ツーリズム・アワード」において観光庁長
官賞、UNWTO倫理特別賞を受賞。
ヘルパー1名1時間4000円（別府・大分バ
リアフリーツアーセンター）ほか。
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ハ
ワ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客
が
、
こ
こ
数

年
増
え
続
け
て
い
る
。
２
０
０
９
年
に
約

６
４
２
万
人
だ
っ
た
ハ
ワ
イ
へ
の
渡
航
者

数（
米
国
内
含
む
）は
、
２
０
１
３
年
に

８
０
０
万
人
を
突
破
し
、
２
０
１
８
年
に

は
約
9
8
9
万
人
と
１
０
０
０
万
人
に
迫

る
勢
い
だ
。

　

こ
の
成
長
を
強
く
牽
引
す
る
の
は
、
ア

メ
リ
カ
国
内
、
特
に
東
部
か
ら
の
旅
行
者

の
増
加
だ
が
、
日
本
人
渡
航
者
も
年
間
約

１
５
０
万
人
と
、
ハ
ワ
イ
の
外
国
人
観
光

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
依
然
最
も
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。

　

ハ
ワ
イ
の
躍
進
を
支
え
る
の
が
、
数
々

の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
立
案
さ
れ
る
観
光

戦
略
だ
。
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
で
は
、
渡
航

者
数
や
消
費
額
は
も
ち
ろ
ん
、
飛
行
機
の

座
席
稼
働
率
や
平
均
客
室
単
価
、
機
内
や

空
港
で
の
旅
行
者
の
行
動
ア
ン
ケ
ー
ト
、

住
民
の
観
光
業
に
対
す
る
満
足
度
の
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
デ
ー
タ
を

収
集
。
島
々
で
構
成
さ
れ
る
ハ
ワ
イ
で
は

移
動
や
宿
泊
な
ど
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
デ

ー
タ
が
取
り
や
す
い
た
め
、
１
９
８
０
年

代
半
ば
か
ら
継
続
的
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー

タ
も
多
い
と
い
う
。

　

同
局
で
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
細
や

か
に
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
、
航

空
会
社
、
旅
行
代
理
店
、
ホ
テ
ル
と
い
っ

た
観
光
業
界
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
た
ち

と
委
員
会
を
組
織
。
観
光
業
界
全
体
の
将

来
を
予
測
し
な
が
ら
10
年
ご
と
の
長
期
戦

略（
２
０
２
０
年
以
降
は
５
年
ご
と
）と

中
長
期
、
短
期
の
観
光
戦
略
を
策
定
す
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
観
光
戦
略
に
は
い

く
つ
か
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
観
光
戦
略
の
効
果

が
定
期
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、

数
あ
る
指
標
の
な
か
で
、
同
局
が
特
に
重

視
す
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
は
な
に
か
。 ハワイ州

観光データ
住民人口	約142万人
面積	 約28,310km2

観光人口	約989万人

ハワイ島

マウイ島
モロカイ島

カウアイ島

オアフ島

写真提供：ハワイ州観光局

観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
術

外
国
人
を
呼
び
込
む

海
外
観
光
地
の
事
例
に
学
べ
！

国
連
世
界
観
光
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）の
発
表
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
の
海
外
旅
行
者
総
数
は
前
年
比
６
％
増
の
推
定
14
億
人
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
世
界
の
観
光
地
に
と
っ
て
最
重
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
世
界
の
先
進
的
観
光
地
は
ど
の
よ
う
な
観
光
戦
略
を
採
っ
て
い
る
の
か
。

本
特
集
で
は
、
外
客
誘
致
で
成
果
を
上
げ
る
３
つ
の
地
域
の
事
例
か
ら
、

今
、
日
本
の
観
光
地
が
学
ぶ
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
探
る
。

海
外
ツ
ー
リ
ズ
ム
レ
ポ
ー
ト
第
2
弾

デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
で

地
域
の
進
む
方
向
を
指
し
示
す

細
や
か
な
分
析
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
設
計
が
カ
ギ
！

ハワイ州
観光局
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「
観
光
戦
略
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
が
、

州
民
の
生
活
向
上
と
文
化
と
環
境
の
維
持

で
す
か
ら
、“
住
民
の
観
光
業
に
対
す
る

満
足
度
”が
、
最
も
大
切
な
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
す
。

や
は
り
、
観
光
業
に
対
す
る
満
足
感
や
安

心
感
、
重
要
度
の
理
解
が
な
い
と
ア
ロ
ハ

ス
ピ
リ
ッ
ツ
は
生
ま
れ
な
い
の
で
、
そ
の

点
は
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
は
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
・
日
本
支
局
長

の
ミ
ツ
エ
・
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
。

　

ハ
ワ
イ
へ
の
渡
航
者
数
が
１
０
０
０
万

人
に
迫
る
の
は
、
歴
史
上
初
め
て
の
こ
と
。

島
々
か
ら
な
る
ハ
ワ
イ
で
は
、
受
け
入
れ

可
能
人
数
に
も
限
界
が
あ
る
た
め
、
住
民

満
足
度
以
外
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
見
方
に
も
変
化

が
あ
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
渡
航

者
数
よ
り
消
費
額
を
重
視
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

 

「
消
費
額
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
ど
の
よ
う
な
お
客
様
に

来
て
も
ら
う
の
か
を
、
デ
ー
タ
を
分
析
し

な
が
ら
細
か
く
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
日
本
マ
ー
ケ

ッ
ト
に
お
け
る
重
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ひ

と
つ
が
、
私
た
ち
がA

vid T
raveller

（
貪
欲
な
旅
行
者
）と
呼
ぶ
お
客
様
で
す
。

こ
れ
は
、
年
に
１
度
程
度
海
外
旅
行
の
計

画
を
立
て
て
い
て
、
文
化
や
歴
史
、
ウ
ェ

ル
ネ
ス
＆
ヘ
ル
ス
な
ど
に
対
す
る
興
味
が

高
く
、
体
験
に
自
己
投
資
す
る
方
の
こ
と
。

ま
た
、
消
費
額
の
向
上
と
い
う
目
標
の
上

で
は
、
富
裕
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ブ
ラ
イ
ダ

ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

地
域
ご
と
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
た 

観
光
戦
略
を
採
用

　

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
、
ア
メ
リ
カ
、
日

本
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
、

オ
セ
ア
ニ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
カ
ナ
ダ
を

主
要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
エ
リ
ア
と
定
め
、
各

地
域
に
支
局
を
設
置
し
て
い
る
。
各
支
局

で
は
エ
リ
ア
ご
と
に
市
場
分
析
を
行
い
、

地
域
の
ト
レ
ン
ド
に
合
わ
せ
た
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

る
。

　

た
と
え
ば
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
・
日
本

支
局
で
は
、
２
０
１
９
年
に
８
つ
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
を
展
開
す
る
。
メ
イ
ン

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の『
発
見
ハ
ワ
イ
』で

は
、“
１
３
２
の
島
々
”、“
３
０
０
種
の
ト

ロ
ピ
カ
ル
フ
ル
ー
ツ
”、“
４
２
０
５
ｍ
の

マ
ウ
ナ
ケ
ア
”な
ど
の
数
字
を
通
じ
て
ハ

ワ
イ
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
紹
介
し
て
い

る
。
実
は
こ
の
施
策
に
は
、
オ
ア
フ
島
だ

け
で
な
く
、
ハ
ワ
イ
島
や
マ
ウ
イ
島
、
カ

近年は、アメリカ東部からの旅行者の伸びが最も顕
著だ。その他、オセアニアも増加、中国や韓国も微
増しているが、日本市場の存在感は依然大きい

ハワイへの渡航者数は9年連続で上昇しており、まもなく1000万人に達する。ハワイの島々の文化
や自然をいかに持続可能にしていくか、ということも、観光局のミッションとなっている

各国渡航者数の割合（2018年）

ハワイ訪問者総数
988.9万人

カナダ
5.62%

オセアニア
4.26%

他のアジア
3.89%

ヨーロッパ 1.48%
ラテンアメリカ 0.28%
その他 3.86%

アメリカ
西部
43.07%

アメリカ
東部
22.27%

日本
15.26%

ハワイ州観光局のマーケティングプロセス

戦略が長期で、ターゲティングやKPIが明確。さらに数々の調査
結果をオープンにしていることがハワイ州観光局の強みだ

データ分析と
レポート

商品開発／
プロモーション

マーケティング
プランと

ターゲット戦略
の策定

日本マーケットKPI

2018年度は火山の噴火や日本国内の自然災害などもあって、渡
航者数は前年比−１％。観光局として特に重視しているKPIは渡航
者1日あたりの消費額だが、これは為替の関係もあって3％上昇。
また、航空券が足りなければアクセス自体が制限されてしまうため、
航空座席数や有償座席利用率は常に注視している

渡航者数

渡航者による
消費総額

渡航者1人当たり
の消費額／日

航空座席数

2018年 2017年 前年比

1,571,298人

$2,310.1

$246.7

2,042,595席

1,587,781人

$2,262.5

$239.5

1,988,036席

-1.0%

+2.1%

+3.0%

+2.7%

20182017

9,
8
8
8,
8
4
5

201420112008 2016201320102007 20152012200920062005
0

2,000,000

6,000,000

10,000,000

ハワイへの渡航者数推移

住民の観光業に対する満足度調査は、
現地のマーケットリサーチ会社に委託し、
オンラインで実施する

ハワイ州観光局
日本支局長
ミツエ・ヴァーレイさん

写真提供：ハワイ州観光局
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ウ
ア
イ
島
、
ラ
ナ
イ
島
、
モ
ロ
カ

イ
島
な
ど“
隣
島
”の
魅
力
を
訴

求
す
る
狙
い
が
あ
る
の
だ
と
い
う
。

 

「
日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
リ
ピ
ー

タ
ー
率
は
68
％
に
上
り
ま
す
が
、

実
は
そ
の
90
％
ほ
ど
が
オ
ア
フ
島
に
し
か

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
長
期
的
な
観
点
か
ら

考
え
る
と
、
や
は
り
も
っ
と
分
散
し
て
ほ

し
い
で
す
し
、
特
に
ハ
ワ
イ
島
に
関
し
て

は
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
噴
火
の
影
響
か
ら
の

リ
カ
バ
リ
ー
に
力
を
入
れ
な
い
と
い
け
な

い
。『
発
見
ハ
ワ
イ
』で
は
、
ハ
ワ
イ
の

島
々
の
情
報
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
紹
介
し
、

そ
の
多
様
性
を
見
せ
る
こ
と
で
、“
隣
島
”

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
」

（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
み 

業
界
全
体
で
同
じ
方
向
へ
進
む

　

航
空
会
社
、
旅
行
代
理
店
、
ホ
テ
ル
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

積
極
的
に
連
携
す
る
こ
と
も
ハ
ワ
イ
州
観

光
局
の
特
徴
だ
。
各
支
局
で
は
、
毎
月
の

市
場
動
向
レ
ポ
ー
ト
を
メ
ー
ル
ベ
ー
ス
で

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
報
告
し
、
定
期
的

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
も
設
け
て
い
る
と

い
う
。

　

ま
た
、
各
支
局
が
打
ち
出
し
た
翌
年
の

観
光
戦
略
を
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
＝
観

光
事
業
者
に
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
す
る『
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
』

と
い
う
場
を
年
２
回
秋
と
春
に
設
け
て
い

る
こ
と
も
特
徴
的
な
取
り
組
み
だ
。

 

「
観
光
局
が
打
ち
出
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
イ
メ
ー
ジ
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
施
策
を
、

早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
開
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
者
が
新
た
な
商
品
や
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
い
ま
す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

　

た
と
え
ば『
マ
ー
ケ
ッ
ト
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
』で
は
、
翌
年
に
行
わ
れ
る
フ
ァ
ム
ツ

ア
ー
や
プ
レ
ス
ツ
ア
ー
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ

ー
イ
ベ
ン
ト
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
観
光
局

が
手
掛
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
な
ど
も

公
開
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

が
投
資
効
率
を
見
極
め
な
が
ら
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

 

「
や
は
り
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
っ

て
の
観
光
産
業
で
す
か
ら
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は

力
を
入
れ
て
い
ま
す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ

ん
）。

　

綿
密
な
デ
ー
タ
分
析
に
よ
っ
て
地
域
に

フ
ィ
ッ
ト
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を

描
き
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
巻
き
込
み

な
が
ら
具
体
的
な
旅
行
商
品
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
落
と
し
込
む
。
さ
ら
に
、
こ
れ

ら
の
結
果
を
振
り
返
っ
て
効
果
を
分
析
・

レ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高

い
観
光
戦
略
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
こ
の

よ
う
な
好
循
環
が
巡
っ
て
い
る
こ
と
が
、

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
の
強
み
な
の
だ
ろ
う
。

リピーター率の推移

2018年時点で日本人リピーター率は66.8％。
現在は68％程度にまで上昇しているという

66.9%33.1%

65.2%34.8%

61.8%38.2%

60.7%39.3%

58.5%41.5%

59.7%40.3%

58.1%41.9%

59.0%41.0%

58.5%41.5%

2018
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島ごとの渡航者マーケット（2018年）

カウアイ島
138.9万人

カナダ
6.39%

オセアニア
2.38%

韓国 0.66%
中国 0.29%
ヨーロッパ 2.66%
ラテンアメリカ 0.28%
その他 3.91%

アメリカ
西部
51.82%

アメリカ
東部
29.83%

日本 1.79%

マウイ島
291.5万人

オセアニア
2.39%
カナダ
9.60%

ヨーロッパ 2.13%
ラテンアメリカ 0.33%
その他 3.76%

アメリカ
西部
50.70%

アメリカ
東部
27.42%

日本 1.66%

韓国 1.09%
中国 0.91%

オアフ島
586.2万人

カナダ 3.98%

オセアニア 
6.94%

ヨーロッパ
1.83%

ラテンアメリカ 0.37%
その他 5.24%

アメリカ
西部
30.62%

アメリカ
東部
21.30%

日本
23.87%

韓国 3.80%
中国 2.04%

ハワイ島
170.6万人

アメリカ
西部
42.74%

アメリカ
東部
26.64%

日本
10.34%

カナダ 5.48%

オセアニア
3.02%

ヨーロッパ
2.87%

ラテンアメリカ 0.36%
その他 4.73%

韓国 1.42%
中国 2.40%

日本人の渡航先を見てみると、オアフ島に集中していることがわかる。火山噴火の影響を受けたハワ
イ島のリカバリーや、他島への誘客が今後の課題だ

2018年のメインプロモーション『発見ハワイ』。
2019年は隣島ブランディングにより注力する

写真提供：ハワイ州観光局

ハワイ州
観光局
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ハ
ワ
イ
州
観
光
局
で
は
２
０
１
８
年
か

ら
、『
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』

と
い
う
概
念
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
の

名
の
通
り
、“
責
任
あ
る
観
光
”を
啓
蒙
す

る
取
り
組
み
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
お
よ

そ
１
０
０
０
万
人
に
上
る
渡
航
者
が
及
ぼ

す
地
元
の
文
化
や
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

が
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
同
局
で
は
最
重

要
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
し
て
住
民
の
観
光
業
に
対
す

る
満
足
度
を
掲
げ
て
い
る
が
、
か
つ
て
64

％
〜
68
％
ほ
ど
で
推
移
し
て
い
た
満
足
度

が
、
現
在
は
61
％
程
度
に
低
下
し
た
。
こ

れ
を
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
黄
色
信

号
と
捉
え
た
ハ
ワ
イ
州
観
光
局
は
、『
レ

ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』を
推
進

す
る
こ
と
で
、
土
地
の
文
化
や
歴
史
、
自

然
環
境
、
生
活
を
尊
重
す
る
旅
行
ス
タ
イ

ル
の
浸
透
を
図
っ
て
い
る
。

 
「
観
光
業
が
世
界
中
の
自
然
や
文
化
に
影

響
を
及
ぼ
し
始
め
て
い
る
今
、
大
切
な
こ

と
は
や
は
り
現
地
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
旅

す
る
こ
と
。
そ
れ
は
、
ハ
ワ
イ
州
が
リ
ー

ジ
と
と
も
に
伝
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
来
ら
れ
る
日
本
人
の
方

は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
文
化
が
好
き
な
方

が
大
部
分
な
の
で
、
賛
同
し
て
も
ら
え
る

こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
世
界
の
観
光
人
口

が
急
激
に
伸
び
る
今
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
問
題
は
島
国
か
ら
発
生
す
る
こ
と

が
多
い
。
そ
の
意
味
で
、
ハ
ワ
イ
の
実
例

は
日
本
に
と
っ
て
も
良
い
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

ド
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」（
ヴ
ァ
ー
レ
イ
さ
ん
）。

 

『
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
』の

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
植
樹

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
ナ
ッ

プ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

を
促
す
ほ
か
、
地
元
の
環
境
関
連
Ｎ
Ｐ
Ｏ

の
活
動
も
支
援
。
さ
ら
に
、
ハ
ワ
イ
が
直

面
し
て
い
る
環
境
や
文
化
の
課
題
を
周
知

す
る
た
め
の
約
２
分
の
動
画
を
20
本
ほ
ど

制
作
し
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
Y
o
u 

T
u
b
e
、
旅
行
会
社
の
カ
ウ
ン
タ
ー
、

飛
行
機
の
機
内
な
ど
で
流
す
こ
と
で
、
ハ

ワ
イ
に
接
点
の
あ
る
人
々
へ
の
意
識
付
け

を
旅
行
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。

 

「
サ
ン
ゴ
礁
を
守
る
た
め
の
日
焼
け
止
め

の
選
び
方
や
ハ
イ
キ
ン
グ
時
の
マ
ナ
ー
な

ど
、
旅
行
者
に
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
こ

と
を
、
押
し
付
け
が
ま
し
く
な
い
イ
メ
ー

学びたいポイント！

徹底したデータ活用と
KPI設定で明確な観光
戦略を。

1

ステークホルダーを巻
き込み、業界全体で盛
り上げる。

2

観光業が環境や文化に
与える影響を最小化する。

3

今年9月に行われたビーチクリーンナップの様子。ハワイ島の最南端に集まった
海洋ゴミを、世界中のライフセーバーや教育者、学生たちが収集・調査。その
結果をレポートにまとめたプレゼンテーションなども行われた。また、この海洋
ゴミを使って学生たちが制作したオブジェは、ツーリズムエキスポなどで展示。
積極的に『レスポンシブル・ツーリズム』の理念と情報を発信している

写真提供：ハワイ州観光局

写真提供：ハワイ州観光局

ハワイ州観光局公式ポータルサイト「allhawaii（オールハワイ）」
には、レスポンシブル・ツーリズム動画のページが設けられて
おり、2分ほどの動画が20本程度用意されている。その内容
は、文化の尊重やビーチの楽しみ方、海洋生物を守る方法…
…など、多岐にわたる。美しい映像とシンプルなメッセージで
構成し、押し付けがましくない内容としていることもポイントだ

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
が
推
進
す
る

レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
？

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ひ
と
つ
の
在
り
方
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標
高
３
２
４
９
ｍ
の
フ
ッ
ド
山
や
全
長

約
６
０
０
㎞
に
及
ぶ
太
平
洋
岸
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ー
チ
な
ど
、
都
市
部
の
周
囲
に
豊

か
な
自
然
が
広
が
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
。
こ

の
街
の
観
光
資
源
は
、
美
し
い
自
然
と
共

存
す
る
街
並
み
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

が
生
み
出
す
カ
ル
チ
ャ
ー
だ
。
歩
い
て
回

れ
る
サ
イ
ズ
感
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
を
巡

れ
ば
、
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
の
姿
は
少
な
く
、

個
人
経
営
の
サ
ー
ド
ウ
ェ
ー
ブ
コ
ー
ヒ
ー

や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
店
が
多
数
。

ま
た
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
小
さ
な
屋
台
が
並
ぶ
フ
ー
ド
カ

ー
ト
・
ポ
ッ
ド
な
ど
も
あ
ち
こ
ち
に

あ
る
。
こ
う
し
た
光
景
を
生
み
出
す

の
は
、「
自
然
を
大
切
に
し
、
生
活

の
質
を
重
視
す
る
」、「
地
産
地
消
に

こ
だ
わ
り
、
ロ
ー
カ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を

応
援
す
る
」な
ど
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ダ

ー
た
ち
に
共
通
す
る“
価
値
観
”だ
。

　

ア
メ
リ
カ
の
他
都
市
と
は
異
な

る
個
性
を
持
つ
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
だ

が
、
日
本
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
面
白
い
。
た
と
え

ば
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
協
会
が
手

掛
け
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト「
オ
ド

ナ
ロ
ト
ラ
ベ
ル
」で
は
、
カ
ラ
フ
ル
な
コ

ラ
ー
ジ
ュ
写
真
や
少
し
変
な
日
本
語
な
ど

で
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
紹
介
。
い
わ

ゆ
る
観
光
局
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
サ
イ
ト
と

は
一
線
を
画
す
ユ
ニ
ー
ク
な
仕
上
が
り
だ
。

ま
た
、
同
協
会
が
２
０
１
９
年
４
月
に

「
ノ
ド
か
ら
足
が
出
る
ほ
ど
欲
し
く
な
る

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
フ
リ
ー
パ
ス
・
ス
ニ
ー

カ
ー
」は
、
文
字
通
り
ス
ニ
ー
カ
ー
を
テ

ー
マ
に
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
。
つ
ま
り

同
協
会
で
は
、
万
人
向
け
で
は
な
く
、“
響

く
人
に
響
く
”プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
る
の
だ
。

 

「
私
た
ち
は
、
た
だ
数
を
追
い
求
め
る
の

で
は
な
く
、
こ
の
街
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
興
味
や
共
感
を
持
つ
人
に
来
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
方
た
ち
が
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ダ
ー
に
な
っ
た
気
持
ち
で
こ
の

街
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
ら
、
地
元
の
人
々

　

ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
の
最
大
の
都

市
と
な
る
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
は
、
独
創
的
な

カ
ル
チ
ャ
ー
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
息
づ

く
こ
と
で
知
ら
れ
る
場
所
だ
。
そ
の
魅
力

は
、
日
本
で
も
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
な

ど
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
ポ
ー

ト
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
同
都
市
圏
を
訪

れ
る
日
本
人
観
光
客
は
こ
の
５
年
で
約
25

％
成
長
。
年
間
３
万
８
６
０
０
人
ほ
ど
に

上
っ
て
い
る
。

ポートランド都市圏
観光データ
住民人口	 約275万人
面積	 約17,310km2

インバウンド人口	約76万8000人

国別の観光客数成長率（2013年〜2018年）
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イギリス

ドイツ

オーストラリア

メキシコ

韓国
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ポートランド
競合5都市
（オースティン、デンバー、
ミネアポリス、ソルトレイ
ク、シアトル）の平均値

ポートランド都市圏の宿泊者数の国別比較（2018年）
0 10000 20000 30000 40000

日本
中国
イギリス
ドイツ
オーストラリア
メキシコ
韓国
フランス
オランダ

38600人

40900人

25800人

18900人

17400人

14100人

12200人

7300人

6200人

ポートランド

上／海外からの宿泊者（カナダを除く）では、日本人観光客の割合は比較的高い。
観光協会でもプロモーションに力を入れている。下／日本人はこの5年で25%増
加。ポートランド観光協会が競合と考える5都市と比較すると、高い割合である
ことがわかる

写真提供：ポートランド観光局

かつて多くのヒッピーが暮らし、その後、アーティストやシェフなどクリエイティブ
な人々が移住したことも、ポートランドに独自の文化が息づく大きな理由

 

”響
く
人
に
響
く
“
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ン
を
呼
び
込
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
幸
せ
が
観
光
資
源
に
な
る

ポートランド
観光協会

Report 02

26　December  2019



も
嬉
し
く
な
る
。
観
光
産
業
の
目
的
は
、

単
に
お
客
様
を
呼
ぶ
こ
と
で
は
な
く
、
観

光
を
通
じ
て
地
域
の
人
々
の
生
活
の
質
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
か
ら
」と
は
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
協
会
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

ハ
マ
リ
ー
さ
ん
だ
。

　

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
で
は
観
光
産
業
改
善
地

区（T
ourism

 Im
provem

ent D
istricts

＝
Ｔ
Ｉ
Ｄ
）と
い
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度

を
用
い
て
宿
泊
税
を
観
光
協
会
の
予
算
に

組
み
込
み
、
そ
の
資
金
で
社
会
問
題
の
解

決
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

 

「
観
光
協
会
と
し
て
、
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援

や
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
地
域

の
人
々
の
た
め
に
も
な
る
し
、
旅
行
者
に

と
っ
て
も
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
の
魅
力
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
ハ
マ
リ

ー
さ
ん
）。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
カ
ル
チ
ャ
ー
が
観

光
資
源
だ
か
ら
こ
そ
、
街
の
独
自
性
を
持

続
可
能
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
そ
れ

は
、
世
界
的
に
見
て
独
自
の
文
化
を
持
つ
、

日
本
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
だ
ろ
う
。

　

世
田
谷
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
都
市
文
化

交
流
会
と
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
観
光
協
会
、

東
京
都
市
大
学
の
主
催
す
る
交
流

イ
ベ
ン
ト
「
マ
イ
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト 

ア
ッ
ト 

世
田
谷
」が
、

今
年
10
月
19
日
と
20
日
の
2
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

20
日
の
ア
ウ
ト
ド
ア
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
会
場
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公

苑
け
や
き
広
場
に
は
、
食
や
ア
ー
ト
、

農
業
な
ど
多
彩
な
店
が
ず
ら
り
と

並
ん
で
い
た
。
そ
の
う
ち
４
つ
は
、

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
か
ら
来
日
し
た
人
々

が
出
店
し
た
も
の
で
、
オ
レ
ゴ
ン
州

で
初
め
て
の
黒
人
ワ
イ
ン
醸
造
家
で

あ
る
「
ア
ビ
ー
・
ク
リ
ー
ク
」の
バ

ー
ト
ニ
ー
・
フ
ォ
ー
ス
テ
ィ
ン
さ
ん

を
は
じ
め
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
ユ
ニ

ー
ク
な
方
ば
か
り
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

在
住
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ラ

イ
ブ
や
「
オ
ド
ナ
ロ
ト
ラ
ベ
ル
」社

長
の
オ
ド
ナ
ロ
デ
ュ
ー
ド
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

　

現
地
を
訪
れ
て
い
た
日
本
人
は
、

家
族
連
れ
や
若
い
カ
ッ
プ
ル
な
ど
地

元
の
人
が
多
く
、
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の

人
々
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
。
そ
の
光
景
は
、

人
か
ら
人
へ
。
ポ
ー
ト
ラ
ン
ダ
ー
の

持
つ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
が

伝
播
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
た
。

ロ
ー
カ
ル
×
ロ
ー
カ
ル
が
生
み
出
す
、

草
の
根
の
交
流
。
こ
れ
も
ま
た
“
響

く
人
に
響
く
”ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
の
魅

力
を
伝
え
る
機
会
な
の
だ
ろ
う
。

ポートランドのカルチャーを感じるイベント
マイ・ピープルズ・マーケット 
アット 世田谷 に潜入！

学びたいポイント！

旅行者の“数”ではなく
“キャラクター”を重視
する。

1

地域の魅力や価値観に
共感する人に響く尖っ
たPR戦略を。

2

観光事業は地域コミュ
ニティの幸せのために
ある。

3

ポートランド観光協会
国際観光部
シニアマネージャー
ジェフリー・ハマリーさん

2017年からポートランドで年2回開催される「マイ・ピープルズ・マーケッ
ト」は、マイノリティの人々のスモールビジネスを支援するイベント。トー
クセッションではその取り組みも紹介された

上／「オドナロトラベル」
のサイトでは、オリジナル
キャラクターのオドナロデ
ュードが街の魅力を紹介。
中・下／スニーカーをテー
マにしたキャンペーン「ノ
ドから足が出るほど欲しく
なるポートランド・フリー
パス・スニーカー」
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九
份
の
街
並
み
や
十
份
の
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
、
小
籠
包
や
タ
ピ
オ
カ
と
い
っ
た
グ

ル
メ
な
ど
、
数
々
の
旅
の
楽
し
み
が
待
つ

台
湾
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身

近
な
海
外
旅
行
先
の
ひ
と
つ
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ（
日
本
旅
行
業
協
会
）の
調
査
で
は
、

２
０
１
９
年
の
G
W
人
気
旅
行
先
ラ
ン
キ

ン
グ
で
は
海
外
旅
行
部
門
で
１
位
に
、
夏

休
み
の
人
気
旅
行
先
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
ハ

ワ
イ
に
次
ぐ
２
位
と
な
る
な
ど
、
そ
の
人

気
は
近
年
ま
す
ま
す
上
昇
。
２
０
１
０
年

に
約
１
０
８
万
人
だ
っ
た
訪
台
日
本
人
観

光
客
の
数
は
、
２
０
１
８
年
に
約
１
９
７

万
人
と
倍
増
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
成
長
の
背
景
に
あ
る
の
は
、

台
湾
の
個
性
を
活
か
し
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
だ
。

「
私
た
ち
が
Ｐ
Ｒ
に
お
い

て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

の
ひ
と
つ
が
、
距
離
的
に

も
心
情
的
に
も
安
心
・
安

全
で
近
く
て
、
親
し
い
国

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
。
国
内
旅
行
感
覚
で
訪

れ
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
の
で
、
日
本
の
各
地
方

の
旅
行
会
社
と
の
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
や
仙
台
空
港
の

“
国
内
線
到
着
ロ
ビ
ー
”で

の
壁
面
広
告
掲
載
な
ど
、

日
本
国
内
を
旅
す
る
方
と
の
接
点
を
積
極

的
に
増
や
し
て
い
ま
す
」と
は
、
台
湾
観

光
局
・
所
長
の
鄭
憶
萍
さ
ん
。
現
在
、

台
湾
と
日
本
を
結
ぶ
定
期
便
が
飛
ぶ
空
港

は
成
田
、
羽
田
、
関
空
な
ど
の
主
要
空
港

だ
け
で
な
く
、
静
岡
や
青
森
、
新
潟
、
広

島
、
福
岡
、
沖
縄
⋮
⋮
な
ど
、
20
ヵ
所
を

超
え
る
。
同
局
で
は
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
方
都
市
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
る
と
い
う
。

「『
東
北
絆
ま
つ
り
』や『
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ

Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
ま
つ
り
』な
ど
の
大
き
な
お

祭
り
に
、
台
湾
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
チ
ー

ム
を
派
遣
し
た
り
、
ブ
ー
ス
を
出
展
す
る

と
い
う
取
り
組
み
を
長
年
に
渡
っ
て
続
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は『
青
森
ね
ぶ

た
祭
』に
台
湾
の
ラ
ン
タ
ン
が
初
参
加
。

や
は
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
分
け
入
っ
て
、

関
係
性
を
培
っ
て
い
く
こ
と
は
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」（
鄭
さ
ん
）。

　

こ
う
し
た
活
動
に
加
え
、
積
極
的
な
民

間
の
交
流
も
台
湾
と
日
本
各
地
の
信
頼
関

台湾
観光データ
住民人口	約2378万人
面積	 約36,190km2

観光人口 約1106万6707人

訪台日本人観光客および訪日台湾人観光客の推移

2010

1,377,957

4,825,948

1,969,151

1,080,153

2011 2012 2013 2018年2017201620152014

訪日台湾人
観光客数

訪台日本人
観光客数

（人）5,000,000

4,000,000

3,000,000

2,000,000

1,000,000

0

訪台日本人の男女比の推移
0 10080604020

2018
2017
2016
2015
2014
2013
2012
2011
2010
2009

53.56% 46.44%

53.60% 46.40%

54.42% 45.58%

56.34% 43.66%

56.82% 43.18%

59.12% 40.88%

58.79% 41.21%

58.94% 41.06%

60.66% 39.34%

58.85% 41.15%

上／2011年の震災の際に台湾が多くの支援を行ってくれたことから、日本のメディアでの
露出が増えたことも訪台日本人増加の理由だ。下／女性比率は年々高まっており、年齢層
も子供からシニアまで幅広くなっているという

台北市

台中市

台南市

高雄市

上／さまざまなグルメ屋台
が立ち並ぶ夜市も、台湾を
象徴する見どころ。日本人
好みの食事やドリンクが多
いのも魅力。左／建築家・
伊東豊雄が手掛けた「台中
国立歌劇院」など、モダン
な見どころも増えているとい
う

写真提供：台湾観光局

写真提供：台湾観光局

近
く
て
、
親
し
い
旅
先
！

台
湾
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略

継
続
的
な
交
流
で
信
頼
を
築
き
、
日
本
人
旅
行
者
は
10
年
で
倍
増
！

台湾
観光局
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係
を
育
む
大
切
な
要
素
だ
。
た
と
え
ば
近

年
は
台
湾
か
ら
日
本
に
進
出
す
る
飲
食
店

や
シ
ョ
ッ
プ
も
多
数
。
こ
れ
ら
の
存
在
も
、

台
湾
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
役
立

っ
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
訪
日
台
湾
人

の
数
は
年
間
約
４
８
３
万
人
に
も
上
る
。

彼
ら
が
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
を
旅
す

る
こ
と
で
、
台
湾
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
訪
日
台
湾
人
を
呼
び
込
む

た
め
に
、
日
本
の
観
光
事
業
者
が
心
が
け

る
べ
き
こ
と
な
ど
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
一
度
は
台
湾
に
足
を
運
び
、
現
地
の

人
々
の
生
活
や
志
向
を
体
験
す
る
こ
と
で

す
ね
。
や
は
り
相
互
の
交
流
と
理
解
が
大

切
で
、
台
湾
人
を
よ
く
知
る
こ
と
が
、
誘

客
の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
」（
鄭
さ
ん
）。

　

さ
て
、
近
年
成
長
を
続
け
る
台
湾
の
観

光
業
界
だ
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

問
題
な
ど
は
起
き
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

 

「
九
份
の
街
並
み
や
十
份
の
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
は
や
は
り
人
気
で
、
多
数
の
人
が
集

考察
とーりまかし的

　観光にはマーケットイン（市場をよく知り、
需要に応える）の発想がもちろん必要なのだ
が、将来的には「正しいプロダクトアウト」こそ
が目指す姿になっていくのではないだろうか。
　一般的なマーケティング手法では、人数に
しろ、消費額にしろ、基本的には量を増やし
ていくことが目標に設定される。一方でCSR
のように、その存在が大きくなれば、企業と
して社会に責任を持つための活動も求めら
れてくるし、業界のリーダーとしてのふるまい
も必要だ。
　観光の場合は、そもそも観光資源となるリ
ソースに限りがあり、顧客に需要があるから
といってその分サービスを多く生産するわけ
にはいかない。もともと地域とは公共財みた
いなものだから、量をベースとしたマーケティ
ング手法は適していないのだろう。一般企業
よりもさらに別の視点で観光資源や環境へ
の負荷について考えなければならない責務が
ある。そして純粋に魅力的な観光資源とは、
実際には地域住民やその生活に根差す部分
が大きく、彼ら住民の声にも耳を傾ける必要
がある。
　オランダ政府観光局は、観光客増加に対
応するべく、活動の軸足を「プロモーション」
から「管理」に変えたという。観光は消費活
動から脱却する時期に来ているのかもしれな
い。日本もこのような世界の動きを参考に計
画を練っていく必要があるだろう。
　そしてもう１つ、本特集で指摘された課題
は日本人のアウトバウンドだ。日本人の出国
率（ビジネス用途なども含む）はここ数年14
％程度で推移している。若年層や地方への
国際線就航本数増加などにより微増傾向に
はなっているのだが、実はこの数値は世界的
にみてもかなり低いのだ。
　インバウンドとアウトバウンド、両軸がそろ
ってこその観光立国とは綺麗事のように聞こ
えるが、外交が持ちつ持たれつであるように、
来てほしいと願うばかりでなく、実際に現地
に行くことがインバウンドのさらなる促進要
因となる。そもそも海外旅行の良さを実感し
ていない人には誘致やプロモーションは難し
いだろう。我々が世界から学ぶことはまだま
だたくさんあるようだ。

よい観光地をつくる
プロダクトアウトと
基盤となる“人づくり”

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
制
限
を
し
た
り
、

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
人
に

行
政
が
補
助
金
を
出
す
な
ど
の
取
り
組
み

で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
ほ
ど

の
問
題
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、

や
は
り
ど
う
し
て
も
台
北
周
辺
に
観
光
客

が
集
中
し
て
し
ま
う
の
で
、
観
光
局
と
し

て
は
中
部
や
南
部
、
東
部
な
ど
、
他
の
エ

リ
ア
の
Ｐ
Ｒ
に
は
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

各
地
方
の
魅
力
を
発
掘
し
、
メ
デ
ィ
ア
や

旅
行
会
社
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と

で
、
将
来
の
新
た
な
観
光
の
魅
力
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鄭
さ
ん
）。

学びたいポイント！

自国の個性・特長を見
極め、効果的なPRを。

1

時間をかけてコミュニ
ケーションを続けること
が大切。

2

民間の交流もインバウン
ドの強い味方になる。

3

台湾スイーツも人気。観光局では、旅
行会社やメディアなどを通じてその魅力
を発信する

写真提供：台湾観光局

上／多くの観光客で賑わうようになった九份
の街並み。左上／高雄の龍虎塔など、台北
以外の地域のプロモーションにも力を入れる。
左下／台湾最北端近くにある野柳地質公園な
ど、インスタグラムなどを通じて人気が急上昇
する見どころも多い

台湾観光局東京事務所
所長

鄭
てい

 憶
いー

萍
ぴん

さん

写真提供：台湾観光局写真提供：台湾観光局

写真提供：台湾観光局
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品
質
評
価
と
顧
客
価
値
、

顧
客
満
足
度
の
違
い

『
サ
ー
ビ
ス
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
﹇
第
２

版
﹈』（
近
藤
隆
雄
著
生
産
性
出
版
）に
よ

れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
な
品
質
の
評

価
と
顧
客
満
足
度
は
異
な
る
も
の
だ
と
い

う
。
品
質
評
価
は
論
理
的
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
顧
客
満
足
は
感
情
的
で
直

接
的
な
感
覚
で
あ
り
、
そ
の
場
の
状
況
で

起
こ
る
細
か
い
出
来
事
に
よ
っ
て
も
左
右

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
個
別
の
評
価
と
満
足

度
に
乖
離
が
起
き
得
る
の
だ
。
ま
た
、
人

は
細
か
い
内
容
は
忘
れ
て
も
そ
の
時
の
感

情
は
よ
く
記
憶
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と

も
い
う
。

　

そ
し
て
購
入
の
意
思
決
定
に
最
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
と
い
わ
れ
る
顧
客
価
値

（
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
）も
、
満
足
度
と
は
意

味
が
異
な
る
。
観
光
の
場
合
、
最
も
わ
か

り
や
す
い
の
は
ア
ク
セ
ス
の
問
題
だ
。
満

足
し
た
旅
行
先
が
あ
っ
て
も
、
居
住
地
か

ら
非
常
に
遠
い
場
合
、
な
か
な
か
リ
ピ
ー

ト
し
づ
ら
い
。
一
方
、
そ
こ
ま
で
満
足
し

て
い
な
く
て
も
、
近
場
で
何
度
か
訪
れ
る

と
い
う
行
き
先
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
顧

客
に
と
っ
て
の
価
値
（
近
さ
）と
満
足
度

も
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
も
の
な
の
だ
。

旅
行
は
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
の

低
い
商
材
？

　

あ
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
別
の
も
の

に
乗
り
換
え
る
た
め
の
心
理
的
・
物
理
的

ハ
ー
ド
ル
を
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
と
い

う
が
、
観
光
の
場
合
は
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ

ス
ト
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
そ
う
だ
。

　

飲
食
・
菓
子
類
な
ど
は
代
表
的
な
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
が
低
い
商
品
だ
。
単
価

が
高
く
な
い
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
一
方
、
洗
剤
な
ど
の
日
用
品
は
、
価

格
は
高
く
な
い
が
、
機
能
性
と
利
便
性
、

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
ス
イ
ッ
チ

ン
グ
コ
ス
ト
が
高
い
（
ス
イ
ッ
チ
し
に
く

い
）。
価
格
が
高
く
ス
イ
ッ
チ
し
づ
ら
い

代
表
的
な
商
品
は
携
帯
電
話
だ
。
機
能
性

や
継
続
メ
リ
ッ
ト
の
高
さ
に
よ
り
キ
ャ
リ

ア
を
変
え
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

　

旅
行
に
関
し
て
は
、
毎
回
違
う
旅
先
に

行
き
た
い
と
い
う
タ
イ
プ
の
人
が
い
る

（
ス
イ
ッ
チ
し
や
す
い
）。
ま
た
、
過
去
の

旅
行
が
す
べ
て
同
じ
行
き
先
と
い
う
人
は

ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。
旅
行
は
高
額

サービス・マーケティング編

観光の

サイエンス

期間限定連載

満足度調査において、サービスの評価を項目別に尋ね、
それとは別に総合的な満足度を設問することがある。
すると、項目別の評価は高くても総合満足度が低い、
あるいは逆に項目別の評価は低いのに
総合満足度は高いといったことが時折起きる。
なぜこのような現象が起こるのだろうか。
文／森戸香奈子　監修／富澤 豊　イラスト／武曽宏幸

最終回

顧客満足度はなぜ重要なのか？

のの

サイエンス

今回のマーケティング用語

□スイッチングコスト　□顧客満足度（CS）
□従業員満足度（ES）　□サービス・プロフィット・チェーン

第●回4

顧客の満足度は新たな顧客を呼び込む。また、高い満足度を維持するには、サービスを支える従業員
や地域住民などのArea Satisfactionが原動力となる

図1　観光（地域）のサービス・プロフィット・チェーン　富澤 豊（2019）

売上サイクル

地域 素晴らしい
サービス

体験する

やる気の
ある地域

やる気
UP

来訪客
消費額
満足度
リピーター
UP

AS
（Area Satisfaction）

の向上
□生活満足度
□旅行推奨度
□シビックプライド
□地域のにぎわい
□地域経済への還元

お客様

評判サイクル

大満足 いい
クチコミ

行ってみる いい
評判
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商
品
で
あ
り
な
が
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
で
売
ら

れ
て
い
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
同
じ
く
ら
い

の
気
軽
さ
で
ブ
ラ
ン
ド
選
択
が
行
わ
れ
る

不
思
議
な
商
品
で
も
あ
る
。
満
足
度
の
高

さ
が
必
ず
し
も
リ
ピ
ー
ト
意
向
に
つ
な
が

ら
な
い
の
は
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
の

低
さ
に
も
原
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
観
光
に
お
い

て
一
定
層
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
確
保
す
る
こ

と
は
、
安
定
的
な
地
域
経
営
に
必
須
と
な

っ
て
く
る
。

顧
客
満
足
度
の
本
質
は

ク
チ
コ
ミ
に
あ
り

　

サ
ー
ビ
ス
評
価
や
顧
客
価
値
の
影
響
が

大
き
く
、
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
い

旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
そ
れ
で
も
顧
客
満
足

度
が
重
要
な
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

観
光
の
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
は
目
に
見
え

な
い
と
い
う
特
性
か
ら
、
購
入
す
る
前
に

品
質
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
う
な

る
と
実
際
に
体
験
し
た
人
の
ク
チ
コ
ミ
の

よ
う
な
評
価
が
、
ほ
か
の
顧
客
の
期
待
値

を
上
げ
る
誘
引
材
料
と
な
る
。
つ
ま
り
顧

客
満
足
度
は
、
そ
の
顧
客
自
身
の
評
価
を

示
す
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
。
知
人

の
ク
チ
コ
ミ
に
よ
る
推
薦
は
、
宣
伝
や
広

告
の
２
倍
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
つ
と
い
う

研
究
も
あ
る
。

　

一
方
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
満
足
度
は

感
情
的
で
論
理
的
に
説
明
で
き
な
い
部
分

が
あ
り
、
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。

満
足
度
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
の
顧
客
価
値
を
確
認
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
、
つ
ま
り
品
質
評
価
を
上
げ
て

い
き
、
定
期
的
に
満
足
度
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
く
し
か
な
い
の
だ
。

地
域
満
足
度
を
高
め

良
い
サ
イ
ク
ル
を
ま
わ
す

　

サ
ー
ビ
ス
は
人
的
な
要
因
が
大
き
い
た

め
、
従
業
員
満
足
度
（
Ｅ
Ｓ
＝Em

ployee 
Satisfaction

）も
重
要
だ
。
従
業
員
の

満
足
感
と
企
業
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
サ

ー
ビ
ス
価
値
を
高
め
、
そ
れ
が
顧
客
の
満

足
感
と
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
生
ん
で
、
結
果

と
し
て
企
業
の
高
収
益
性
を
導
く
（
サ
ー

ビ
ス
・
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
チ
ェ
ー
ン
、
図

１
）。
観
光
に
関
し
て
は
、
地
域
全
体
と

捉
え
れ
ば
、
か
か
わ
る
事
業
者
、
自
治
体

職
員
、
地
域
住
民
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
の
Ｅ
Ｓ
が
発
生
す
る
た
め
、
ま
と
め
て

Ａ
Ｓ
（A

rea Satisfaction

）と
呼
ん

で
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ｅ
Ｓ
は
給
与
を
し
っ
か
り
上
げ
て
い
か

な
い
と
上
が
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
地
域
住
民
な
ど
の
一
般
人
は
こ
れ

に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め
、
生
活
満
足
度

や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
、
地
域
の
賑
わ
い

な
ど
、
地
方
経
済
へ
の
還
元
が
実
感
で
き

る
か
ど
う
か
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て

肝
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は

顧
客
満
足
度
と
ひ
と
つ
の
流
れ
と
し
て
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
。

　

住
民
の
満
足
度
を
定
点
的
に
測
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
重
要
だ
。
地
域
住
民
を
地
域

の
価
値
と
定
義
し
て
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
し
、

地
域
住
民
に
廉
価
な
宿
泊
プ
ラ
ン
を
提
供

し
、
旅
行
者
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
で
住
民
の
観
光
へ

の
参
加
意
識
を
高
め
る
取
り
組
み
も
あ
る
。

こ
の
分
野
は
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
で
あ
り
、

研
究
が
必
要
そ
う
だ
。

観
光
独
自
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

理
論
と
手
法
論
の
必
要
性

　

最
後
に
連
載
の
ま
と
め
と
し
て
、
観
光

の
特
異
性
と
そ
の
対
応
策
案
を
表
１
に
示

す
。

　

観
光
に
は
一
般
人
も
サ
ー
ビ
ス
に
含
ま

れ
る
難
し
さ
や
、
自
然
や
文
化
遺
産
な
ど

公
益
性
の
高
い
観
光
資
源
の
利
活
用
な
ど
、

従
来
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
が
当
て
は

ま
ら
な
い
部
分
が
多
く
存
在
す
る
。
今
後

じ
ゃ
ら
ん
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
よ
う
な
観
光
独
自
の
性
質
を
踏
ま
え
た

新
た
な
観
光
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
を
研

究
し
て
い
く
予
定
だ
。

表１　観光のサービスとしての特異性とその対応策

観光の特異性

目に見えないサービスであ
るため、品質の手がかりが少
なく、他分野に比べて、より
満足度が重要とされやすい

スイッチングコストが低く、
高い満足度を得たとしても、
他の地域に流れる可能性の
高い商材である

サービスの一部に、コントロ
ールできない一般人である
地域住民が含まれる

観光事業者だけでなく、地
域住民も含めたAS（Area 
Satisfaction）が重要である

対応策

□定点的な満足度の測定
と、その対応としてサービス
の品質評価のモニタリング、
具体的な改善を試みる必要
がある

□広くマーケティングの視点
を持ち、リピーターを確保
し、安定的な経営を試みる
必要がある

□地域住民の声をよく聞き、
ASを観光施策のひとつの
指標として取り入れる
□観光が住民の生活へ寄
与していることを住民に知っ
てもらう（地域経済への貢
献度などの指標化および情
報発信、地域のにぎわいの
創出など）
□観光の重要性を地域住
民に理解してもらい、高いシ
ビックプライドと共に観光
客へのおもてなし精神をもっ
てもらう
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登
校
時
の
校
門
に
教
師
が
並
ん
で
行

う
「
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
と
い
う
活

動
が
あ
る
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
実
際
に

そ
れ
で
子
ど
も
が
自
主
的
に
挨
拶
す
る

よ
う
に
な
る
わ
け
で
も
な
く
、
教
員
は

そ
の
た
め
に
時
間
外
労
働
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
周
囲
か
ら
は
何
と

な
く
よ
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
て
い
て
、

挨
拶
に
出
な
い
教
員
が
い
れ
ば
保
護
者

に
も
批
判
さ
れ
る
。
結
果
、
や
め
る
に

や
め
ら
れ
ず
活
動
は
続
い
て
い
る
︱
。

　

こ
れ
は
工
藤
氏
が
麹
町
中
学
校
に
着

任
し
て
実
際
に
や
め
た
こ
と
の
一
つ
だ

が
、
こ
ん
な
と
き
皆
さ
ん
な
ら
周
囲
に

ど
う
説
明
す
る
だ
ろ
う
か
？
「
教
員
の

時
間
外
労
働
を
減
ら
す
た
め
」
で
は
都

合
よ
く
聞
こ
え
る
。「
無
駄
だ
か
ら
」で

は
活
動
を
支
持
す
る
人
を
責
め
る
形
に

な
る
。
そ
う
し
て
敵
を
作
っ
て
し
ま
う

と
物
事
は
う
ま
く
変
え
ら
れ
な
い
。

　

工
藤
氏
の
説
明
は
「
み
ん
な
が
Ｏ
Ｋ

な
状
態
を
つ
く
る
た
め
」
だ
っ
た
。

 

「
先
生
が
校
門
に
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い

る
の
は
子
ど
も
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で

す
。
と
り
わ
け
登
校
し
ぶ
り
の
子
は
ま

す
ま
す
登
校
し
づ
ら
く
な
る
。
大
切
な

の
は
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
登
校
で
き

価値と感動を生み出す人に
インタビュー

公立中学校でありながら、数々の型破りな改革を実施して注目を集めている学校がある。
その取り組みを最前線でリードする校長に、人の育て方、動かし方を聞いた。

ま
ず
権
限
を
与
え
て
当
事
者
に
し
、

目
標
に
到
達
で
き
る
手
段
を
考
え
さ
せ
る
。

自
ら
考
え
、行
動
す
る
人
を
育
て
る
方
法
は
、

子
ど
も
も
大
人
も
同
じ
で
す

写真／佐藤兼永

自
律
し
て
行
動
す
る
人
を
育
て
る
た
め

「
日
本
の
教
育
」に
挑
む
改
革
者

49

千
代
田
区
立
麹
町
中
学
校
　
校
長

工
藤
勇
一

Yuichi Kudo

一
つ
の
言
葉
の
選
択
が

人
を
動
か
す
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る
こ
と
。
そ
れ
な
ら
あ
い
さ
つ
運
動
を

や
め
る
の
が
一
番
で
す
よ
ね
？
（
笑
）」

 
「
み
ん
な
が
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
最
上
位
目

標
に
異
論
を
唱
え
る
人
は
い
な
い
。
そ

し
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
手
段
な
ら
誰

も
が
納
得
で
き
る
。「
し
か
も
説
明
は
一

つ
で
い
い
。『
時
間
外
労
働
が
』
と
か

『
意
味
が
な
い
』と
言
っ
て
も
い
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
て
説
明
す
る
の
が

よ
い
と
は
限
ら
な
い
ん
で
す
ね
」

 

「
人
を
動
か
す
言
葉
の
選
択
」
は
、
工

藤
氏
が
教
員
と
し
て
子
ど
も
と
向
き
合

う
中
で
体
得
し
た
ス
キ
ル
の
一
つ
だ
。

 

「
伝
わ
る
言
葉
は
、
相
手
を
知
り
、
自

分
を
知
る
こ
と
で
選
べ
る
よ
う
に
な
る
。

今
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ス
キ
ル
は
『
調
べ
る

も
の
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

昔
、
教
師
は
み
ん
な
そ
う
や
っ
て
ス
キ

ル
を
磨
い
て
き
た
と
思
う
ん
で
す
よ
」

　

麹
町
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
自
ら

進
ん
で
勉
強
を
す
る
。
し
か
し
、
決
し

て
最
初
か
ら
そ
う
で
は
な
い
。
小
学
校

で
「
で
き
な
い
」
自
分
へ
の
劣
等
感
を

植
え
付
け
ら
れ
、
先
生
も
親
も
大
嫌
い
。

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
「
人
の
せ

い
」。
そ
ん
な
生
徒
た
ち
の
「
リ
ハ
ビ

リ
」
の
第
一
弾
が
、
宿
題
の
な
い
夏
休

み
だ
。

 

「
宿
題
は
、
で
き
て
い
な
い
と
自
分
は

ダ
メ
だ
と
感
じ
て
し
ま
う
も
の
。
宿
題

が
な
け
れ
ば
そ
の
劣
等
感
な
く
９
月
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
す
よ
！
そ
も
そ
も
脳
科

学
的
に
『
頑
張
れ
な
い
』
の
は
当
た
り

前
。
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
で
す
」

　

工
藤
氏
の
考
え
る
教
育
の
最
上
位
目

標
は
「
自
分
で
考
え
て
自
律
的
に
行
動

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」。そ
の
た
め

に
２
つ
の
こ
と
を
実
現
し
た
。
一
つ
は

子
ど
も
を
当
事
者
に
す
る
こ
と
。
定
期

テ
ス
ト
や
宿
題
を
な
く
し
、
勉
強
の
仕

方
を
子
ど
も
自
身
が
決
め
る
権
限
を
与

え
た
。
も
う
一
つ
は
、
目
標
を
達
成
で

麹町中学校では、自律して生きる力の育成
に向け、定期テスト、宿題、クラス担任など、
従来の公立中学校で常識とされてきたさま
ざまな仕組みを廃止。考えるフレームワー
クとしてのビジネス手帳導入やノートの取り
方指導で「個の学び」を支援するほか、民間
企業の協力のもと、グループで企画やプレ
ゼンテーションに取り組む「協働の学び」の
機会も数多く設けている。独自の教育手
法に、民間企業を含めた視察も多い。

公立中学でありながら
新しい教育に取り組む
千代田区立麹町中学校

き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。
具
体
的

に
は
、
単
元
テ
ス
ト
に
再
テ
ス
ト
を
導

入
し
、
点
数
の
よ
い
ほ
う
が
成
績
と
し

て
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
。
再
テ
ス

ト
で
点
数
を
上
げ
る
に
は
、
分
か
ら
な

か
っ
た
と
こ
ろ
を
解
決
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
友
達
同
士
で

質
問
し
あ
っ
た
り
、
先
生
に
質
問
し
た

り
し
て
解
決
に
動
く
。
自
律
の
第
一
歩

だ
。

　

こ
う
し
た
改
革
は
、
工
藤
氏
の
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
再
テ
ス
ト
の
ア
イ
デ
ア
も
、
教

員
か
ら
出
て
き
た
も
の
だ
。
そ
ん
な
教

員
の
育
て
方
も
「
子
ど
も
と
同
じ
」
だ

と
い
う
。「
ま
ず
権
限
を
与
え
て
当
事
者

に
変
え
る
。
そ
れ
だ
け
だ
と
、
ど
こ
か

で
聞
い
て
き
た
『
手
段
』
だ
け
を
導
入

し
が
ち
な
の
で
、
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、

最
上
位
目
標
を
達
成
す
る
手
段
を
吟
味

で
き
る
組
織
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
」

　

で
は
そ
う
い
う
組
織
を
創
る
に
は
？

と
重
ね
て
問
う
と
、「
そ
れ
は
自
ら
が

淡
々
と
や
っ
て
見
せ
る
だ
け
。
人
を
育

て
る
の
に
そ
ん
な
す
ご
い
技
な
ん
て
あ

り
ま
せ
ん
よ
」
と
工
藤
氏
は
笑
う
。

　

職
場
が
変
わ
る
た
び
一
か
ら
信
頼
関

係
を
作
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
苛
立

っ
た
時
期
も
あ
る
。
し
か
し
ゼ
ロ
か
ら

始
め
る
か
ら
こ
そ
謙
虚
に
な
る
こ
と
が

で
き
、
相
手
を
知
ろ
う
と
思
え
る
。
す

る
と
ア
イ
デ
ア
が
出
る
。
そ
の
経
験
を

重
ね
た
今
、
苛
立
つ
こ
と
は
も
う
な
い
。

 

「
と
に
か
く
目
の
前
の
人
と
向
き
合
う
。

そ
し
て
好
き
に
な
る
。そ
れ
だ
け
で
す
」

1960年山形県生まれ。東京理科大学卒業後、山形県、東京都で公
立中学校教員を務め、東京都、目黒区、新宿区の教育委員会を経て
2014年より現職。近著に『麹町中学校の型破り校長  非常識な教
え』（SB新書）ほか

修学旅行は「ツアー企画取材旅行」として実施。
旅行中に取材してツアーを企画し、後日旅行会
社にプレゼンテーションを行う

「
自
律
的
に
行
動
す
る
」と
い
う

最
上
位
目
標
に
ど
う
到
達
す
る
か

人
を
育
て
る
の
に

「
す
ご
い
技
」な
ど
な
い

33 December  2019　 　
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日本手袋工業組合
〒769-2701 香川県東かがわ市湊1810-1
☎0879-25-3208

香川手袋
https://gloves-kagawa.jp/

　

手
袋
は
、
冬
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
イ

テ
ム
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
国
内
の
手
袋
産
地
は
寒

い
地
方
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
は
、

そ
の
約
90
％
は
四
国
の
東
か
が
わ
市
で

作
ら
れ
て
い
る
。
東
か
が
わ
市
に
手
袋

産
業
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
約
１
３
０

年
前
。
江
戸
時
代
か
ら
盛
ん
だ
っ
た
製

糖
業
や
製
塩
業
が
衰
退
し
、
代
わ
る
産

業
と
し
て
、
大
阪
で
手
袋
製
造
業
を
営

む
棚
次
辰
吉
の
協
力
の
下
、
１
８
８
８

年
に
メ
リ
ヤ
ス
手
袋
の
製
造
に
着
手
し

た
こ
と
に
歴
史
は
遡
る
。
以
後
、
戦
後

高
度
成
長
期
に
は
米
国
を
抜
い
て
東
か

が
わ
市
が
世
界
一
の
手
袋
産
地
と
な
り
、

や
が
て
、
国
内
で
積
み
重
ね
た
技
術
を

携
え
て
海
外
の
工
場
へ
と
生
産
規
模
を

広
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
国

内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
使
用
す
る
ス
ポ

ー
ツ
用
グ
ロ
ー
ブ
や
ニ
ッ
ト
手
袋
と
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
手
袋
だ
。
そ

う
し
た
背
景
の
中
、
国
内
生
産
技
術
を

維
持
向
上
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
商
品
で
、「
手
と
手
袋

の
あ
り
方
」を
提
案
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
２
０
１
４
年
、「
１
８
８
８
手
袋
ラ

ボ
」が
結
成
さ
れ
た
。
設
立
か
ら
約
６

年
、
東
か
が
わ
市
を
中
心
に
す
る
手
袋

企
業
の
有
志
約
20
社
が
、
企
業
の
枠
を

超
え
て
集
結
し
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た

技
術
を
ベ
ー
ス
に
、
新
た
な
素
材
や
技

術
に
目
を
向
け
、
取
り
入
れ
、「
こ
れ
ま

で
見
た
こ
と
が
な
い
」「
こ
こ
ま
で
や
る

か
！
」と
ハ
ッ
と
惹
き
つ
け
ら
れ
る
商

品
を
、『
香
川
手
袋
』ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

発
信
す
る
。「
手
と
手
袋
の
未
来
を
切

り
拓
く
」を
旨
と
し
て
発
表
さ
れ
た
実

験
的
・
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
手
袋
の
中

に
は
、
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
の
付
け
爪
が
つ

い
た
長
手
袋
や
、
金
箔
・
銀
箔
で
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
し
た
手
袋
、
細
か
い
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
や
絵
画
の
よ
う
な
柄
を
施
し
た

美
し
い
芸
術
品
の
よ
う
な
手
袋
な
ど
、

一
見
、
手
を
伸
ば
す
の
を
た
め
ら
う
よ

う
な
手
袋
も
。
し
か
し
、
思
い
切
っ
て

手
に
取
り
指
を
通
し
て
み
る
と
、「
こ

れ
は
、
あ
り
だ
！
」と
愛
着
が
湧
い
て

く
る
。
技
術
と
感
性
に
裏
付
け
ら
れ
る

と
い
う
の
は
ま
さ
に
、
こ
う
い
う
こ
と

で
あ
る
。

東かがわ市：人口3万299人（東かがわ市住基人口 2019年11月1日現在）

2019～2020年秋冬シーズ
ン『香川手袋』商品一例。右
上は300ピースものパーツ
を縫い合わせたパッチワー
クを施した天然皮革手袋。
厚みの出ない繊細な縫製で、
ゴワつきなくしっとりと手に
馴染む。右下はニットミト
ン。かがり目や縫い目がな
く、しっかりとしていながら、
つけ心地はふんわりとして
いる。国内で流通している
他ブランドの手袋と比較す
ると価格は高めだが納得感
がある。取扱いは、東京・大
阪のごく一部の老舗百貨店
に限られる

『香川手袋』メンバー企業の一つ、丁寧
な裁断と繊細な縫製技術が評価され
る平田商店。高い完成度を求められる
世界的に著名なファッションブランド
の手袋が、家族経営の小さなこの工房
で作られている

2014年、「1888手袋ラボ」の立
ち上げに際し『香川手袋』ブランド
として発表した手袋。左は指先に
ネイルアートの付け爪をあしらっ
た手袋。右の手袋は、甲のファー
に金箔をまぶした斬新なデザイン

『
香
川
手
袋
』が
守
り
、
高
め
る

手
袋
職
人
の
技
と
創
造
性

香
川
県
東
か
が
わ
市

伝
統
産
業
か
ら
、
そ
の
先
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
へ

企
業
の
枠
を
超
え
て
結
成
さ
れ
た
実
験
的
手
袋
ブ
ラ
ン
ド



今号は、じゃらん宿泊旅行者調
査の追加分析「旅の個人化」に
フォーカスしました。この先10年
で初めて人口減少が旅行市場に
二桁影響する時代となります。
その時代に、国内旅行市場をど
う活性化するか、じゃらんリサ
ーチセンターの大きなテーマで
す。近年の旅行実施率を見ると、
若者（ミレニアル世代）が大きく
伸び、女性のシニア世代が大き
く減少しています。この増減要
因は、同じ「旅の個人化」と分
析しています。それに対応した
旅行商品、宿泊プラン、体験プ
ログラム、そして旅先での情報
発信を整え、カスタマーの需要
を喚起することが大事と考えます。
第一特集から、皆様のアクショ
ンにつながるヒントをお届けしま
す。
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固く禁じます。

未来に繋がる「ありたい姿」「目指すべき姿」を地域の皆様と共に作り上げること、
それが私たちの使命です。

変わる地域の、力になります。
じゃらんリサーチセンター

tel 03-6835-6250（代表・平日10～18時）   fax03-6834-8628
弊誌へのご意見・ご感想、JRCへのご要望等、ぜひお寄せください

私たちが目指すもの。

みつける
今ある魅力の再発見

JRCのメソッド 1

そだてる
新しい魅力の形成

2JRCのメソッド

つたえる
伝達力の強化

3JRCのメソッド

http://jrc.jalan.net/
 じゃらんリサーチセンター 検索

公式Facebookからも
情報配信中

私たちの活動領域
観光に関する研究 情報発信
シンクタンクからアクトタンクへ。
地域と共に実証実験を多数実施しています。

研究で得た知見を広く発信していきます。

○調査・分析
じゃらん宿泊旅行調査、インバウンド調査、ご当地調査など

○実証実験
調査・分析から導いた解決策を実際の地域で実証実験し、
具体的な手法や需要の開発にチャレンジしています

○『とーりまかし』  ○観光振興セミナー、調査報告会など
○WEBサイト、Facebook、メールマガジンなど
観光業界、そして地域経済のさらなる発展のために、
JRC（じゃらんリサーチセンター）が得た知見や提案を
余すことなく広く世の中に発信していきます

観光・地域振興支援
観光に関する様々な事業を
お任せいただいております。

○調査・分析　○ＰＲ・誘客・周遊促進
○計画策定など　○ワークショップ・研修
資源を再発見or新たにみつける→そだてる
→情報発信→誘客→振り返り→次へ、
というサイクルを回しながら、
地域の方 と々共に地域の新しい価値創造を行っていきます
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地域と世界を進化させる
社会変容技法の科学
島根県海士町・宮崎県新富町
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リタイアor 現役？　
団塊以前 orバブル世代？
その多面性に迫る

最新シニア旅行者像
え？ここに泊まれるの？
駅舎、印刷工場、博物館…

“想定外”のコンセプト宿
他業界から学ぶマーケティング事例
Marketing Crossing

「結果にコミット」を端的に示した
RIZAPのCMに込められた想いとは
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像
民謡歌手

伊藤多喜雄
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復興庁  平成30年度「新しい東北」交流拡大モデル事業
外国人旅行者の誘客を促進「新しい東北」未来の観光先進地へ発表！じゃらん人気温泉地ランキング2019危機回復策でランクアップも！選ばれる温泉地、その戦略を探る期間限定連載観光のもやもやサイエンスサービス・マーケティング編旅行を「サービス商品」として俯瞰してみてみると…？他業界から学ぶマーケティング事例

Marketing Crossing定番に甘んじず挑戦的な姿勢で攻める！60周年のチキンラーメン、史上最高売上へ
価値と感動を生み出す人にインタビュー
マエストロの肖像浜学園アドバイザー佐藤亮子

From Local世界に誇るまち・むらのしごと三重県 養殖真珠

「
持
続
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能
な
宿
経
営
」

へ
の
挑
戦
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ライト層の流入、遊休資産活用、

キャンプの多様化…

眠れる自然資源が観光の目玉に！？

変わる！アウ
トドア

特別寄稿
株式会社バリュー・クリエーション・サービス

バリュークリエイター

佐藤真一

日本の“観光”を

今一度せんたくい
たし申し候！

“難しい”を“新しい”に変える　

バリュー・イノベーション

期間限定連載  第2回

観光のもやもやサイエンス

サービス・マーケティング編 

旅行サービス
の「特異性」を知る

価値と感動を生み出す人にインタビュー

マエストロの肖像

パンのペリ
カン 4代目店長

渡辺 陸
From Local

世界に誇るまち・むらのしごと

京都府風俗博物館

外国人が動
く

コンテンツ
の新法則
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